
V20-#6:1/38 ２０１６年 京都キリスト召団集会だより（抜粋）目次 　

制作・著作：  HP「小池・奥田文庫」 ファイル名：PDF 奥田講話第 20 巻 作成 2024/09/09 出力 2025/04/04修正 2025/04/04

２
０
１
６
年 

京
都
キ
リ
ス
ト
召
団
集
会
だ
よ
り
（
抜
粋
）
目
次

　

２
０
１
６
年
1
月
10
日
「
神
の
護
り
」

２
０
１
６
年
1
月
24
日
「
讃
美
と
祈
り
の
導
き
の
書
、
詩
篇
」

２
０
１
６
年
1
月
31
日
「
小
さ
き
者
の
中
に
宿
り
給
う
神
」

２
０
１
６
年
2
月
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２
０
１
６
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月
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」

２
０
１
６
年
2
月
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日
「
外
な
る
人
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壊
る
れ
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も
」

２
０
１
６
年
2
月
28
日
「『
永
遠
の
生
命
』
に
生
き
る
」

２
０
１
６
年
3
月
6
日
「
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中
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中
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往
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も
」

２
０
１
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3
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り
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０
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０
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６
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０
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６
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０
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６
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０
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年
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1
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「
熾
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な
る
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生
命
の
福
音
」

２
０
１
６
年
5
月
8
日
「
キ
リ
ス
ト
の
御
霊
に
在
り
て
生
き
る
」

２
０
１
６
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「
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火
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２
０
１
６
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０
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０
１
６
年
6
月
19
日
「
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０
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６
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２
０
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６
年
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「
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」
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２
０
１
６
年
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月
31
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「
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体
受
」

２
０
１
６
年
7
月
24
日
「
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」
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マ
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伝

２
０
１
６
年
8
月
7
日
「
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在
」
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「
終
末
」
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し
て
生
き
る

２
０
１
６
年
8
月
21
日
「
祈
り
て
待
ち
望
む
」

２
０
１
６
年
9
月
11
日
「
天
国
人
」

２
０
１
６
年
9
月
18
日
「
光
と
闇
」

２
０
１
６
年
9
月
25
日
「
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火
す
で
に
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え
た
ら
ん
に
は
」

２
０
１
６
年
10
月
2
日
「
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と
京
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キ
リ
ス
ト
召
団
へ
の
応
援
歌
」

２
０
１
６
年
10
月
16
日
「
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に
と
り
て
、
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く
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は
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リ
ス
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り
」

２
０
１
６
年
10
月
23
日
「
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」

２
０
１
６
年
11
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6
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「
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す
る
」

２
０
１
６
年
11
月
13
日
「
霊
」
の
生
命
を
生
き
る

２
０
１
６
年
11
月
20
日
「
天
の
次
元
の
祝
福
」

２
０
１
６
年
11
月
27
日
「
我
ら
は
生
命
の
御
言
の
伝
達
者
」

２
０
１
６
年
12
月
4
日
「
降
誕
節
を
前
に
し
て
」

２
０
１
６
年
12
月
18
日
「
光
」
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神
の
護
り

２
０
１
６
年
1
月
10
日

聖
書
朗
読　
詩
篇
46
篇

年
頭
に
あ
た
り
、奥
田
先
生
は
、２
０
１
６
年
の
信
仰
の
課
題
と
し
て「
神
の
護
り
」を
掲
げ
ら
れ
ま
し
た
。

日
本
人
は
、
伝
統
的
に
正
月
に
社
寺
に
初
詣
を
し
て
無
病
息
災
を
祈
願
し
ま
す
。
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
は
、
初

詣
こ
そ
し
ま
せ
ん
が
、キ
リ
ス
ト
に
対
し
て
一
年
の
護
り
を
祈
願
し
ま
す
。
そ
し
て
、聖
書
に
は
、力
強
い「
神

の
護
り
」
の
約
束
が
あ
り
ま
す
。
イ
ザ
ヤ
書
43
章
１
節
か
ら
３
節
、46
章
３
、４
節
、49
章
10
節
、詩
篇
23
篇
、

46
篇
、
91
篇
、
103
篇
３
節
か
ら
５
節
、
ヨ
ハ
ネ
福
音
書
15
章
７
節
、
ヨ
ハ
ネ
第
一
の
手
紙
５
章
14
、
15
節
、

18
節
な
ど
の
聖
句
を
し
っ
か
り
と
受
け
取
り
、「
神
の
護
り
」
を
実
感
し
て
こ
の
一
年
を
力
強
く
歩
み
た
い

と
願
っ
て
い
ま
す
。

「
神
の
護
り
」
と
は
、
人
間
の
側
の
願
望
を
叶
え
て
い
た
だ
く
と
い
う
単
な
る
御
利
益
に
預
か
る
こ
と
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
も
ち
ろ
ん
、
キ
リ
ス
ト
に
は
絶
大
な
力
が
あ
り
ま
す
か
ら
、
あ
ら
ゆ
る
こ
と
を
お
祈
り

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

「
あ
な
た
方
が
私
に
繋
が
っ
て
お
り
、私
の
言
葉
が
あ
な
た
方
の
内
に
い
つ
も
あ
る
な
ら
ば
、

望
む
も
の
を
何
で
も
願
い
な
さ
い
。
そ
う
す
れ
ば
か
な
え
ら
れ
る
。」（
ヨ
ハ
ネ
福
音
書
15
章

７
節
）

と
い
う
角
度
か
ら
の
真
剣
な
祈
り
は
、
必
ず
聴
か
れ
ま
す
。
し
か
し
、
信
仰
が
、
こ
の
世
の
見
え
る
世
界

で
実
現
さ
れ
な
い
な
ら
信
じ
な
い
と
い
う
次
元
に
留
ま
る
の
な
ら
、
そ
れ
は
御
利
益
信
仰
と
同
じ
で
す
。

キ
リ
ス
ト
ご
自
身
を
受
け
取
る
と
い
う
こ
と
は
、
目
に
見
え
る
現
実
を
超
え
た
奥
に
あ
る
世
界
を
受
け

取
る
こ
と
で
す
。
聖
書
は
、決
し
て
こ
の
地
上
で
命
を
守
る
こ
と
を
約
束
し
て
い
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

神
様
の
守
り
の
約
束
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
地
上
で
果
た
さ
れ
な
い
こ
と
や
、
祈
っ
た
に
も
か
か
わ

ら
ず
癒
さ
れ
な
い
こ
と
も
起
こ
り
ま
す
。
し
か
し
、
神
様
に
は
、
神
の
国
に
お
い
て
、
そ
れ
ら
を
超
え
た

本
当
の
約
束
を
成
就
さ
れ
る
と
い
う
ご
計
画
が
あ
り
ま
す
。
身
は
滅
ぼ
さ
れ
て
も
魂
は
守
ら
れ
て
い
ま
す
。

自
然
の
命
が
失
わ
れ
て
も
、
霊
な
る
命
は
翼
を
与
え
ら
れ
て
天
国
で
守
ら
れ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
の
願
い

を
は
る
か
に
超
え
て
、
天
上
で
は
祈
り
は
成
就
し
て
い
る
の
で
す
。
聖
書
は
、
見
え
る
と
こ
ろ
の
奥
で
成
っ

て
い
る
事
態
を
全
面
的
に
受
け
取
っ
て
い
く
と
い
う
絶
対
肯
定
の
世
界
で
す
。
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讃
美
と
祈
り
の
導
き
の
書
、
詩
篇

２
０
１
６
年
1
月
24
日 

聖
書
朗
読　
詩
篇
116
篇

こ
の
冬
一
番
の
寒
波
の
た
め
、
厳
し
い
寒
さ
の
日
だ
っ
た
が
、
今
日
も
主
に
あ
る
兄
弟
姉
妹
が
相
集
い
、

祈
り
の
集
会
が
持
た
れ
た
。
我
ら
の
集
会
場
は
程
良
く
暖
房
が
き
い
て
い
て
心
地
良
い
。

今
日
の
講
筵
は
、
詩
篇
の
中
か
ら
、
私
た
ち
の
魂
を
励
ま
す
御み
こ
と
ば言
を
学
ん
だ
。
奥
田
先
生
は
、
詩
篇
に

つ
い
て
、
そ
の
魂
を
込
め
た
叫
び
、
祈
り
に
励
ま
さ
れ
共
感
さ
せ
ら
れ
る
し
、
何
よ
り
も
、
讃
美
と
祈
り

を
引
き
出
し
て
く
れ
る
書
で
あ
る
と
話
さ
れ
た
。

詩
篇
の
祈
り
は
、
艱な
や
み難

や
憂
い
か
ら
の
救
い
を
祈
る
も
の
、
神
の
護
り
を
感
謝
す
る
も
の
、
義た
だ

し
い
審さ
ば
き判

を
求
め
る
も
の
な
ど
様
々
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
日
々
の
生
活
の
中
か
ら
生
じ
た
、
祈
ら
な
い
で
は
い
ら
れ

な
い
叫
び
で
あ
る
。
そ
の
必
死
な
祈
り
の
姿
が
、
時
を
越
え
て
現
代
に
生
き
る
私
達
の
魂
に
も
響
き
、
親

し
み
を
覚
え
さ
せ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
大
い
な
る
主
の
御
前
に
一
個
の
人
間
が
立
つ
と
き
、
そ
の
存
在

の
小
さ
さ
、
力
の
弱
さ
な
ど
か
ら
来
る
魂
の
渇
き
、
呻う
め

き
は
、
昔
も
今
も
変
わ
ら
ず
に
詩う
た

と
な
っ
て
流
れ

出
る
。

今
日
取
り
上
げ
た
詩
篇
の
箇
所
は
、
116
篇
の
他
、
138
篇
、
94
篇
（
17
～
19
）、
119
篇
（
28
、
49
～
52
、
54
、

55
、
57
～
64
、
65
～
72
、
73
～
77
、
81
、
92
～
94
、
103
、
105
、
114
、
116
、
130
、
165
～
168
、
169
～
175
）
で
あ
っ
た
。

テ
モ
テ
後
書
２
章
11
～
13
節
の

「
我
ら
は
真
実
な
ら
ず
と
も
、
彼
は
絶
え
ず
真
実
に
ま
し
ま
せ
り
」

も
注
目
。
印
象
に
残
っ
た
先
生
の
言
葉
は
次
の
と
お
り
。

①　
主
キ
リ
ス
ト
は
、
私
達
の
日
々
を
護
り
導
き
給
う
。
マ
イ
ナ
ス
と
見
え
る
こ
と
が
あ
っ
て
も
落
胆

し
て
は
い
け
な
い
。
主
は
そ
れ
以
上
の
事
を
備
え
、
慮
っ
て
く
だ
さ
る
。
絶
対
の
護
り
が
あ
る
。

②　
小
池
辰
雄
先
生
は
、
御
言
を
読
ん
で
力
が
来
な
い
よ
う
で
は
読
ん
だ
こ
と
に
は
な
ら
な
い
と
言
わ

れ
た
。
主
は
私
達
を
御
言
で
導
い
て
く
だ
さ
り
、
お
前
を
活
か
す
と
言
わ
れ
る
。

「
わ
が
汝
ら
に
語
り
し
言
は
、
霊
な
り
、
生い
の
ち命

な
り
」（
ヨ
ハ
ネ
伝
6
章
63
節
）

の
と
お
り
。

③　
「
主
は
、
わ
れ
に
係
れ
る
こ
と
を
全
う
し
給
わ
ん
」（
詩
篇
138
篇
8
節
）

主
キ
リ
ス
ト
は
、
依
り
頼
む
者
に
路
を
示
し
、
使
命
を
授
け
、
根
底
か
ら
支
え
給
う
。
主
に
全
托
し
、

「
主
よ
、
日
々
、
私
を
導
い
て
く
だ
さ
い
」

と
、
主
と
対
話
す
る
つ
も
り
で
詩
篇
を
読
み
、
祈
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
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小
さ
き
者
の
中
に
宿
り
給
う
神

―
―
I
兄　
満
23
歳
誕
生
日
感
謝
会
―
―

２
０
１
６
年
1
月
31
日

聖
書
朗
読　
詩
篇
８
篇

「
な
ん
じ
は　
嬰お
さ
な
ご兒　

ち
の
み
ご
の
口
に
よ
り　
力
の
基も
と
いを

お
き
て　
敵
に
そ
な
へ
た
ま

へ
り
。
こ
は
仇あ
だ
び
と人
と　
う
ら
み
を
報
ゆ
る
も
の
を　
鎮お
し
し
づ静
め
ん
が
た
め
な
り
」（
詩
篇
８
篇

２
節
）

主
様
は
、
小
さ
い
幼
な
児
の
中
に
こ
そ
宿
り
、
力
の
基
を
お
き
賜
う
て
お
ら
れ
る
よ
う
に
、
イ
エ
ス
様

そ
の
も
の
が
幼
な
児
で
在
り
ま
し
た
。

Ｋ
兄
は
、

「
ド
ゥ
ー
イ
ン
グ
（
為
す
）
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
で
は
な
く
て
、
ビ
ー
イ
ン
グ
（
在
る
）
ク
リ
ス
チ
ャ

ン
で
あ
れ
」

を
天
童
と
し
て
体
現
さ
れ
、
訪
ね
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
人
を
逆
に
励
ま
し
、
力
付
け
、
勇
気
付
け
て
お
ら

れ
ま
す
。

パ
ウ
ロ
奥
田
昌
道
先
生
と
テ
モ
テ
Ｋ
兄
の
麗
し
い
キ
リ
ス
ト
の
中
に
遊
ん
で
い
る
イ
ザ
ヤ
書
11
章
の
ド

ラ
マ
を
観
音
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

テ
モ
テ
の
由
来
は
、
I
兄
が
、
い
つ
も
「
手
を
持
っ
て
」
と
仰
る
と
こ
ろ
よ
り
来
る
名
前
で
す
。

午
後
か
ら
、

「
ち
ひ
さ
き
童わ
ら
べ子
に
み
ち
び
か
れ
」（
イ
ザ
ヤ
書
11
章
6
節
）

る
キ
リ
ス
ト
召
団
の
御
婦
人
た
ち
に
よ
り
供
え
ら
れ
た
昼
食
愛
餐
会
に
て
、
炊
き
込
み
御
飯
と
御
味
噌
汁

と
手
造
り
ク
ッ
キ
ー
を
い
た
だ
き
、
至
福
の
時
を
過
ご
し
ま
し
た
。

【
付
記
】
こ
の
日
は
、
ち
ょ
う
ど
I
君
の
満
23
歳
の
誕
生
日
で
し
た
。
１
９
９
３
年
の
誕
生
か
ら

今
日
に
至
る
ま
で
、
と
き
に
は
重
篤
な
病
気
に
よ
る
危
機
を
幾
度
か
乗
り
越
え
て
、
元
気
に
こ

の
日
を
迎
え
る
こ
と
が
出
来
た
の
は
、
ひ
と
え
に
主
キ
リ
ス
ト
の
御
恵
み
と
御
護
り
の
ほ
か
、

多
く
の
方
々
の
祈
り
と
助
け
に
支
え
ら
れ
た
こ
と
に
よ
り
ま
す
。
Ｓ
君
と
同
じ
く
、
Ｋ
君
も
京

都
キ
リ
ス
ト
召
団
と
共
に
生
き
て
き
ま
し
た
。そ
の
感
謝
を
表
し
た
か
っ
た
の
で
す
。（
奥
田
昌
道
）
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全
托
投
身
の
祈
り

２
０
１
６
年
2
月
7
日

聖
書
朗
読　
ヨ
ハ
ネ
伝
15
章
1
～
17
節

奥
田
先
生
は
、
常
々
、

「
ヨ
ハ
ネ
伝
は
私
の
心
の
故ふ
る
さ
と郷

で
あ
る
」

と
話
さ
れ
、
折
に
触
れ
て
ヨ
ハ
ネ
伝
に
目
を
留
め
ら
れ
る
。
今
日
、
学
ん
だ
ヨ
ハ
ネ
伝
15
章
は
、
主
キ
リ

ス
ト
御
自
身
が
語
ら
れ
た
言
葉
で
あ
り
、
重
み
が
あ
り
内
容
も
深
い
。
ヨ
ハ
ネ
伝
15
章
に
つ
き
先
生
は
次

の
よ
う
に
言
わ
れ
た
。

「
十
字
架
の
あ
が
な
い
を
既
に
い
た
だ
い
た
私
た
ち
は
、『
主
様
、
あ
な
た
の
御
約
束
は
私
に
お

い
て
全
部
成
就
し
て
い
ま
す
、
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
』
と
大
胆
に
受
け
取
っ
て
良
い
の
で
す
」

と
。
先
生
は
、
御
言
を
、
御
自
身
の
生
活
に
引
き
付
け
て
読
み
、
大
胆
に
受
け
取
っ
て
い
か
れ
る
。
以
下

に
そ
の
様
子
を
記
す
。

①　
主
キ
リ
ス
ト
（
葡
萄
樹
）
に
連
な
り
一
体
と
さ
れ
た
者
（
枝
）
よ
、
汝
ら
は
豊
か
な
果
を
結
び
、
主

の
香
り
を
漂
わ
す
存
在
と
な
る
。
主
の
聖
霊
が
、
そ
れ
を
為
し
て
く
だ
さ
る
か
ら
、
ど
こ
ま
で
も
平
伏
し

の
心
で
あ
り
な
さ
い
。

②　
神
の
御み
わ
ざ業
は
、人
を
通
し
て
実
現
さ
れ
る
。キ
リ
ス
ト
は
私
た
ち
と
一
つ
に
な
り
、聖
霊
を
注
ぎ
込
み
、

豊
か
な
果
を
結
ば
せ
る
。
ど
ん
な
状
況
に
あ
っ
て
も
、
主
の
護
り
が
あ
る
こ
と
を
信
受
し
、
い
つ
倒
れ
て

も
「
ア
ー
メ
ン
・
ハ
レ
ル
ヤ
！
」
で
あ
り
た
い
。
私
た
ち
は
、
こ
の
世
の
生
命
以
上
の
も
の
を
い
た
だ
い

て
い
る
の
で
す
か
ら
。

③　
主
を
愛
す
る
と
は
、
御
言
を
守
る
こ
と
、
御み
こ
こ
ろ意

を
大
切
に
す
る
こ
と
。

④　
主
に
ゆ
だ
ね
て
い
け
ば
、
豊
か
な
も
の
を
く
だ
さ
る
。
皆
さ
ん
も
、「
ヨ
ハ
ネ
伝
15
章
は
私
に
お
い

て
既
に
成
就
し
て
い
ま
す
。」
と
、
大
胆
に
言
え
る
よ
う
に
な
っ
て
く
だ
さ
い
。

あ
ら
た
め
て
「
御
霊
の
果
」
を
思
う
。

「
聖
霊
の
果
は
、
愛
、
喜
悦
、
平
安
、
寛
容
、
仁
慈
、
善
良
、
忠
信
、
柔
和
、
節
制
な
り
。」（
ガ

ラ
テ
ヤ
書
５
章
22
節
）

【
付
記
】「
ユ
ー
ス
ト
リ
ー
ム
を
視
聴
さ
れ
て
い
る
方
へ
」（
お
詫
び
を
兼
ね
て
）

　
２
月
７
日
の
聖
日
集
会
の
様
子
を
皆
様
に
送
信
す
る
こ
と
が
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。
お
詫
び

致
し
ま
す
。
目
下
、
調
査
中
で
す
が
、
最
近
、
ユ
ー
ス
ト
リ
ー
ム
の
無
料
配
信
サ
ー
ビ
ス
が
廃

止
さ
れ
て
い
る
模
様
で
あ
り
、
ラ
イ
ブ
動
画
配
信
そ
の
も
の
が
出
来
な
く
な
っ
て
い
る
よ
う
で

す
。
有
料
配
信
の
可
否
を
含
め
、
次
回
に
、
調
査
結
果
を
お
知
ら
せ
致
し
ま
す
。
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一
如
一
体

２
０
１
６
年
2
月
14
日

聖
書
朗
読　
ヨ
ハ
ネ
福
音
書
17
章
1
～
11
節

今
日
の
講
筵
は
、
ヨ
ハ
ネ
に
よ
る
福
音
書
を
通
し
て
キ
リ
ス
ト
と
「
一
如
一
体
」
と
な
る
こ
と
の
深
い

意
味
を
語
ら
れ
ま
し
た
。

イ
エ
ス
様
を
通
し
て
見
え
な
い
神
様
が
人
々
に
現
れ
ま
し
た
よ
う
に
、
神
様
の
御
業
は
、
現
象
に
よ
る

こ
と
は
少
な
く
、
多
く
は
人
を
通
し
て
現
わ
れ
ま
す
。
私
た
ち
も
、
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
で
あ
る
な
ら
ば
、

「
私
と
キ
リ
ス
ト
は
一
つ
。
私
を
見
た
も
の
は
、
キ
リ
ス
ト
を
見
た
」

と
告
白
で
き
る
よ
う
な
生
き
方
を
し
て
、
キ
リ
ス
ト
の
存
在
を
世
の
人
に
示
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

た
だ
単
に
、
知
識
の
世
界
で
キ
リ
ス
ト
を
知
る
だ
け
で
は
、
そ
の
よ
う
な
生
き
方
は
で
き
ま
せ
ん
。
私
た

ち
の
存
在
そ
の
も
の
が
、
キ
リ
ス
ト
と
「
一
如
一
体
」
に
な
る
と
き
に
、
初
め
て
こ
の
告
白
を
す
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。「
一
如
一
体
」
の
次
元
を
告
白
で
き
る
ま
で
は
、
本
物
の
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
と

は
言
え
ま
せ
ん
。

も
っ
と
も
、
生
ま
れ
な
が
ら
神
に
敵
対
す
る
人
間
は
、
自
ら
で
は
「
一
如
一
体
」
の
次
元
に
到
達
す
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
キ
リ
ス
ト
は
、
人
間
の
こ
の
性
を
十
字
架
で
一
身
に
引
き
受
け
て
く
だ

さ
り
、
私
た
ち
が
キ
リ
ス
ト
と
一
体
と
な
り
、
永
遠
の
命
を
い
た
だ
く
こ
と
の
で
き
る
道
を
開
い
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
。
私
た
ち
は
、
こ
の
キ
リ
ス
ト
の
十
字
架
の
奥
義
を
体
受
し
て
、
地
上
と
い
う
様
々
な
苦
難
、

悩
み
な
ど
の
制
約
の
あ
る
世
界
に
あ
り
な
が
ら
も
、
そ
れ
を
突
き
抜
け
た
永
遠
の
世
界
と
繋
が
る
よ
う
な

生
き
方
を
し
て
神
の
栄
光
を
現
す
存
在
に
な
る
使
命
が
あ
り
ま
す
。
私
た
ち
は
、
既
に
永
遠
の
命
を
い
た

だ
い
て
キ
リ
ス
ト
の
大
き
な
手
の
中
に
あ
り
ま
す
か
ら
、
何
も
心
配
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
見
え
る

と
こ
ろ
は
、
ど
の
よ
う
な
事
態
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
奧
に
あ
る
キ
リ
ス
ト
の
絶
対
の
護
り
を
信
じ
て
委
ね

て
ゆ
け
ば
、
根
源
的
な
と
こ
ろ
に
お
い
て
、
全
て
は
解
決
さ
れ
て
ゆ
き
ま
す
。
私
た
ち
の
願
い
は
、
思
い

を
超
え
て
御
霊
の
願
い
と
な
っ
て
成
就
し
て
ゆ
き
ま
す
。
一
人
一
人
に
負
わ
さ
れ
た
十
字
架
を
キ
リ
ス
ト

と
共
に
背
負
い
、
目
に
見
え
な
い
も
の
、
永
遠
な
も
の
を
信
じ
抜
き
、
キ
リ
ス
ト
の
永
遠
性
を
証
言
し
て

い
く
こ
と
が
使
命
で
あ
り
ま
す
。
ヨ
ハ
ネ
伝
は
、
永
遠
の
命
に
至
る
道
を
示
し
て
い
ま
す
の
で
、
熟
読
身

読
し
て
く
だ
さ
い
。

Ｎ
兄
が
来
週
手
術
を
さ
れ
ま
す
。
御
加
祷
を
お
願
い
し
ま
す
。
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外
な
る
人
は
壊
る
れ
ど
も

２
０
１
６
年
2
月
21
日

聖
書
朗
読　
コ
リ
ン
ト
後
書
４
章
（
全
）

「
こ
の
故
に
我
ら
は
気
落
ち
せ
ず
、我
ら
が
外
な
る
人
は　
壊や
ぶ
る
れ
ど
も
、内
な
る
人
は
日
々

に
新あ
ら
たな

り
」（
コ
リ
ン
ト
後
書
４
章
16
節
）

ど
う
し
て
こ
ん
な
こ
と
が
…
…
、
と
途
方
に
く
れ
る
よ
う
な
こ
と
が
起
き
て
も
、
絶
望
し
て
投
げ
出
し

た
り
は
し
ま
せ
ん
。
な
に
が
来
て
も
、
微
笑
ん
で
乗
り
越
え
る
姿
が
美
し
い
こ
と
を
召
団
で
学
ん
で
い
る

か
ら
で
す
。

サ
タ
ン
が
支
配
し
て
い
る
こ
の
世
で
は
、
現
象
的
に
私
た
ち
は
四
方
八
方
か
ら
苦
し
め
ら
れ
圧
迫
さ
れ

ま
す
が
、
九
転
十
起
で
す
。
打
ち
倒
さ
れ
て
も
、
ま
た
立
ち
上
が
っ
て
、
前
進
を
続
け
ま
す
。

な
ぜ
な
ら
、
主
様
は
、
決
し
て
お
見
捨
て
に
な
ら
な
い
方
だ
か
ら
で
す
。

私
た
ち
は
、
主
に
仕
え
て
い
る
た
め
に
、
絶
え
ず
死
の
危
険
に
さ
ら
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の

こ
と
で
か
え
っ
て
、
私
た
ち
の
死
ぬ
べ
き
体
に
よ
っ
て
、
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
様
の
力
を
明
ら
か
に
示
す

機
会
が
、
常
に
与
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
は
、
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
様
を
宣
べ
伝
え
て
い
る
た
め
に
、

死
に
直
面
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
結
果
、
永
遠
の
い
の
ち
が
与
え
ら
れ
ま
す
。

今
の
私
た
ち
の
苦
し
み
や
悩
み
は
、
結
局
の
と
こ
ろ
、
取
る
に
足
り
な
い
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
ほ
ど
長

続
き
も
し
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
こ
の
つ
か
の
間
の
苦
し
み
は
、
逆
説
的
に
、
永
遠
に
尽
き
な
い
あ
ふ
れ
る

ば
か
り
の
祝
福
を
も
た
ら
し
ま
す
。
で
す
か
ら
、
身
の
回
り
の
苦
し
み
に
は
、
目
を
留
め
ま
せ
ん
。

天
に
あ
る
喜
び
を
望
み
見
て
、
御
言
葉
の
行
者
と
し
て
生
き
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
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『
永
遠
の
生
命
』
に
生
き
る

２
０
１
６
年
2
月
28
日

聖
書
朗
読　
コ
リ
ン
ト
後
書
５
章
１
～
19
節

４
年
前
の
今
日
（
２
月
28
日
）、
私
た
ち
の
「
集
会
の
母
」
Ｏ
姉
を
天
に
送
っ
た
。
今
日
の
集
会
の
は
じ

め
に
奥
田
先
生
は
、

「
Ｙ
奥
様
が
Ｉ
君
と
と
も
に
、
今
も
天
界
で
主
の
た
め
に
働
き
、『
永
遠
の
生
命
』
の
中
に
生
き

て
い
る
」

と
話
さ
れ
た
。

「
永
遠
の
生
命
は
主
キ
リ
ス
ト
ご
自
身
で
あ
り
、
そ
れ
と
同
質
の
霊
的
生
命
を
分
与
さ
れ
て
い
た

存
在
が
肉
体
の
死
を
迎
え
た
時
に
、
霊
体
と
霊
衣
と
霊
翼
を
頂
い
て
天
界
の
主
の
御
許
へ
と
引

き
寄
せ
ら
れ
、永
遠
に
主
と
共
に
、ま
た
先
に
召
さ
れ
た
者
と
共
に
、御
旨
に
適
っ
て
働
く
。
今
、

地
上
に
い
る
私
た
ち
も
、
日
々
、
永
遠
の
生
命
を
内
に
頂
い
て
生
き
る
こ
と
が
大
事
だ
」

と
述
べ
ら
れ
た
。

講
筵
で
は
、
コ
リ
ン
ト
後
書
５
章
の

「
主
イ
エ
ス
が
凡
て
の
人
に
代
わ
っ
て
死
ん
で
く
だ
さ
っ
た
以
上
は
、
凡
て
の
人
が
既
に
死

ん
だ
の
だ
。
だ
か
ら
、
生
き
る
者
が
最
早
自
分
の
た
め
に
生
き
る
の
で
は
な
く
、
自
分
に

代
わ
り
死
ん
で
甦
っ
て
く
だ
さ
っ
た
方
、
栄
光
の
霊
体
と
な
っ
て
顕
現
し
て
く
だ
さ
っ
た

そ
の
方
の
た
め
に
生
き
る
」（
コ
リ
ン
ト
後
５
・
4
～
15
）

生
き
方
を
す
べ
き
こ
と
、
そ
の
消
息
は
ロ
ー
マ
書
８
章
に
高
ら
か
に
謳
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
語
ら
れ
た
。

ま
た
、
ヨ
ハ
ネ
伝
11
章
で
は
、
主
イ
エ
ス
を
信
受
、
体
受
す
る
者
の
霊
的
生
命
は
「
永
遠
」
で
あ
り
、「
永

遠
に
死
ぬ
こ
と
は
な
い
」
と
宣
言
さ
れ
て
い
る
（
25
・
26
節
）
こ
と
も
。

他
方
、
地
上
に
お
い
て
キ
リ
ス
ト
を
信
受
し
て
生
き
る
こ
と
、
働
く
こ
と
に
は
苦
難
や
犠
牲
を
伴
う
。

福
音
書
で
は
、
主
イ
エ
ス
が
山
上
で
栄
光
の
姿
に
変
貌
さ
れ
る
前
に
は
、
ご
自
身
の
十
字
架
の
死
の
苦
難

を
予
告
し
て
お
ら
れ
る
。
私
た
ち
も
、苦
難
や
犠
牲
を
主
か
ら
い
た
だ
い
た
「
己
が
十
字
架
」
と
受
け
取
り
、

キ
リ
ス
ト
に
全
托
し
、
主
が
そ
の
重
荷
を
共
に
負
い
、
栄
光
の
姿
に
輝
か
せ
て
く
だ
さ
る
こ
と
（
苦
難
か
ら

栄
光
へ
）
を
信
受
し
、
雄
々
し
く
進
み
た
い
。

Ｎ
兄
が
狭
心
症
の
手
術
を
無
事
終
え
、
先
週
に
引
き
続
き
今
日
も
証
言
に
立
た
れ
た
。
お
顔
の
表
情
、

声
の
張
り
、
動
作
と
も
、
元
気
を
回
復
さ
れ
た
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
り
、
感
謝
で
あ
っ
た
。

集
会
後
は
、
体
調
の
都
合
で
出
席
は
出
来
な
か
っ
た
が
、
心
を
込
め
て
作
っ
て
く
れ
た
Ｍ
姉
の
ご
馳
走

を
分
か
ち
合
い
な
が
ら
の
楽
し
い
愛
餐
の
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
た
。
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火
の
中
、
水
の
中
を
往
く
と
き
も

２
０
１
６
年
3
月
6
日

聖
書
朗
読　
イ
ザ
ヤ
書
43
章
1
～
7
節

今
日
は
、
少
人
数
の
集
会
で
し
た
が
、
奥
田
先
生
は
、
東
京
で
集
会
を
さ
れ
て
、
昨
夜
帰
ら
れ
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
イ
ザ
ヤ
書
43
章
を
軸
に
し
て
力
強
い
講
筵
を
さ
れ
ま
し
た
。

日
本
に
お
い
て
は
、
残
念
な
が
ら
、
こ
の
世
で
何
が
一
番
大
事
で
あ
る
か
を
教
え
る
教
育
が
な
さ
れ
て

い
ま
せ
ん
。
人
生
の
旅
路
は
、人
生
に
お
い
て
何
が
大
事
な
も
の
か
を
探
し
求
め
て
歩
み
続
け
る
旅
で
す
が
、

こ
の
国
の
教
育
は
そ
の
肝
心
要か
な
めな

こ
と
を
教
え
て
い
ま
せ
ん
。
お
正
月
に
御
来
光
を
拝
み
ま
す
が
、
太
陽

が
指
し
示
し
て
い
る
、
万
物
を
照
ら
し
命
づ
け
て
い
る
神
御
自
身
（
キ
リ
ス
ト
）
に
気
付
き
、
こ
れ
を
拝
す

る
こ
と
を
し
て
い
ま
せ
ん
。

私
た
ち
は
、
幸
い
な
こ
と
に
見
え
な
い
本
物
の
世
界
を
与
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
影
の
世

界
で
あ
る
こ
の
地
上
に
お
い
て
、
見
え
る
も
の
で
は
な
く
、
永
遠
に
存
続
す
る
見
え
な
い
天
上
の
世
界
に

目
を
注
い
で
歩
ん
で
ゆ
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

誰
し
も
皆
、
い
ず
れ
は
、
神
様
の
も
と
に
帰
っ
て
行
き
ま
す
が
、
そ
れ
ま
で
の
間
に
は
、
悲
し
い
こ
と
、

苦
し
い
こ
と
な
ど
様
々
な
こ
と
を
体
験
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
福
音
は
、
知
識
の
世
界
で
は
な
く
、

実
生
活
が
そ
の
修
練
の
場
な
の
で
す
。
生
活
そ
の
も
の
が
福
音
を
生
き
る
場
な
の
で
す
。
た
と
え
、

「
火
の
中
、
水
の
中
を
往
く
と
き
」

の
よ
う
な
過
酷
な
状
況
に
あ
っ
て
も
、
私
た
ち
が
活
き
活
き
と
生
き
て
い
る
姿
が
、
福
音
を
実
証
し
て
い

る
の
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
私
た
ち
が
、
キ
リ
ス
ト
と
一
つ
と
な
る
本
物
の
生
活
を
し
て
い
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

「
主
様
。
あ
な
た
が
主
役
で
す
。
あ
な
た
が
導
い
て
く
だ
さ
い
。」

と
の
祈
り
を
も
っ
て
、
キ
リ
ス
ト
の
言
葉
が
真
実
で
あ
る
こ
と
を
証
し
し
て
ゆ
く
使
命
が
あ
り
ま
す
。

「
主
様
！
」

と
一
言
叫
べ
ば
、
キ
リ
ス
ト
の
霊
が
私
た
ち
の
中
に
入
っ
て
き
て
、
キ
リ
ス
ト
と
同
質
の
力
が
与
え
ら
れ
、

守
り
と
導
き
が
あ
り
ま
す
。

「
汝
ら
こ
の
世
に
て
は
艱
難
あ
り
、
さ
れ
ど
雄
々
し
か
れ
」

と
の
御
言
葉
が
響
い
て
き
ま
す
。
そ
し
て
、「
火
の
中
、
水
の
中
を
往
く
と
き
」
も
、
キ
リ
ス
ト
の
平
安
と

勝
利
を
与
え
ら
れ
、
主
様
の
中
に
あ
る
こ
と
が
実
感
さ
れ
ま
す
。
福
音
の
世
界
は
、
永
遠
の
命
を
賜
っ
て

い
る
の
で
、
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
な
喜
び
の
世
界
で
す
。

キ
リ
ス
ト
の
栄
光
を
伝
え
て
ゆ
く
民
と
し
て
進
ん
で
行
き
た
く
願
っ
て
い
ま
す
。

引
用
聖
書
：
ミ
カ
書
４
章
５
節
、
コ
リ
ン
ト
後
書
５
章
、
ペ
テ
ロ
前
書
１
章
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神
の
護
り
と
導
き

―
―
ヤ
コ
ブ
の
旅
路
に
て
―
―

２
０
１
６
年
3
月
13
日

聖
書
朗
読　
創
世
記
28
章
10
～
22
節

「
ま
た
我
、
汝
と
と
も
に
あ
り
て
、
凡
て
汝
が
往
く
と
こ
ろ
に
て
汝
を
ま
も
り
、
汝
を
此
地

に
率ひ
き
か
え返
る
べ
し
。
我
は
、
わ
が
汝
に
か
た
り
し
事
を
行
ふ
ま
で
、
汝
を
は
な
れ
ざ
る
な
り
」

（
創
世
記
28
章
15
節
）

現
世
、
地
上
に
は
、
罪
の
呪
い
と
悪
の
誘
惑
が
あ
り
ま
す
。
人
の
心
に
計
る
こ
と
は
い
つ
も
悪
い
こ
と

に
傾
き
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
中
で
、
主
様
は
御
業
を
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
？

罪
あ
る
人
の
歩
み
は
、
主
様
の
御
業
を
妨
げ
る
こ
と
に
な
ら
な
い
の
で
し
ょ
う
か
？

エ
サ
ウ
は
、
刹
那
的
で
、
主
様
の
祝
福
よ
り
も
今
の
必
要
を
大
切
な
こ
と
と
し
、
ヤ
コ
ブ
に
長
子
の
権

利
を
売
り
ま
し
た
。

伯
父
ラ
バ
ン
の
欺
き
や
、
ヤ
コ
ブ
の
偏
愛
、
そ
し
て
妻
た
ち
の
妬
み
や
争
い
の
あ
っ
た
こ
と
を
、
聖
書

は
臆
す
る
こ
と
な
く
記
し
て
い
ま
す
。

ヤ
コ
ブ
は
、
旅
路
の
中
で
弱
さ
を
知
り
、
主
様
に
い
つ
も
祈
り
、
助
け
を
求
め
ま
し
た
。

ヤ
コ
ブ
の
祈
り
は
、
主
様
に
ピ
ン
ト
（
焦
点
）
を
合
わ
せ
、
波
長
を
正
し
く
受
け
取
る
至
誠
の
祈
り
で
す
。

主
様
と
の
関
係
の
回
復
は
、
人
と
の
和
解
を
必
至
と
し
て
い
ま
す
。
不
思
議
に
エ
サ
ウ
の
怒
り
は
静
め

ら
れ
て
い
ま
し
た
。

主
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
様
は
、
全
て
を
包
み
な
が
ら
善
悪
を
超
え
恩
讐
の
彼
方
に
摂
理
を
実
現
な
さ
い

ま
す
。

今
日
も
主
様
の
護
り
と
導
き
の
中
で
キ
リ
ス
ト
様
に
フ
ォ
ー
カ
ス
し
ま
し
ょ
う
。
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生
命
へ
の
道

２
０
１
６
年
3
月
20
日

聖
書
朗
読　
ヨ
ハ
ネ
４
章
1
～
14
節

来
る
３
月
27
日
（
日
）
午
後
の
復
活
節
講
演
会
で
は
、「『
永
遠
の
生
命
』
を
生
き
る
」
と
題
し
、
奥
田
先

生
に
語
っ
て
頂
く
。
今
日
の
講
筵
で
は
、
そ
の
準
備
を
兼
ね
て
、「
生い
の
ち命

へ
の
道
」
に
つ
い
て
、
申
命
記
の

御
言
か
ら
学
ぶ
こ
と
に
な
っ
た
。
旧
約
を
題
材
と
し
な
が
ら
、私
た
ち
の
思
い
は
、常
に
、主
キ
リ
ス
ト
は「
生

命
」
を
ど
の
様
に
語
っ
て
お
ら
れ
る
か
に
注
が
れ
て
い
る
。

申
命
記
で
は
、「
生
命
」
に
つ
い
て
、
神
の
命
じ
る
掟
と
法
を
忠
実
に
行
う
こ
と
、
唯
一
の
神
を
全
身
全

霊
で
愛
す
べ
き
こ
と
な
ど
が
命
じ
ら
れ
、そ
の
結
果
と
し
て
、民
に
、与
え
ら
れ
た
土
地
で
長
く
生
き
る
こ
と
、

主
か
ら
祝
福
を
受
け
、幸
い
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
と
約
束
さ
れ
て
い
る
。こ
の
よ
う
に
、旧
約
の
世
界
で
は
、

民
が
神
の
掟
に
従
い
、
こ
れ
を
忠
実
に
行
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
、
そ
の
効
果
と
し
て
生
命
を
得
、
幸
い
が

も
た
ら
さ
れ
る
（
申
命
記
4･

1
～
14
、
5･

1
～
22
、
6
章
な
ど
）。

一
方
、
新
約
の
主
キ
リ
ス
ト
は
、
私
た
ち
に
恩め
ぐ
み恵

と
し
て
「
人
を
活
か
す
生
命
」、「
地
上
の
生
を
越
え
た

永
遠
の
生
命
」
を
差
し
出
し
て
く
だ
さ
っ
て
お
り
、
特
に
ヨ
ハ
ネ
伝
は
永
遠
の
生
命
に
関
す
る
御
言
が
あ

ふ
れ
て
い
る
。

「
わ
が
与
う
る
水
は
彼
の
中
に
て
泉
と
な
り
、
永
遠
の
生
命
の
水
湧
き
い
づ
べ
し
。」（
ヨ
ハ

ネ
4
・
14
）

「
我
は
生
命
の
パ
ン
な
り
、
我
に
き
た
る
者
は
飢
え
ず
、
我
を
信
受
す
る
者
は
い
つ
ま
で
も

渇
く
こ
と
な
か
ら
ん
。」（
ヨ
ハ
ネ
6
・
35
）

「
永
遠
の
生
命
は
、
唯
一
の
真
の
神
に
い
ま
す
汝
と
、
な
ん
じ
の
遣つ
か
わし

給
い
し
イ
エ
ス
・
キ

リ
ス
ト
と
を
知
る
に
あ
り
。」（
ヨ
ハ
ネ
17
・
3
）

奥
田
先
生
は
、
講
筵
の
中
で
、
キ
リ
ス
ト
の
差
し
出
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
生
命
の
次
元
は
、
旧
約
の
レ

ベ
ル
と
は
段
違
い
に
高
い
こ
と
、
旧
約
で
は
こ
の
世
の
次
元
、
肉
の
次
元
に
留
ま
っ
て
い
る
が
、
新
約
で

は
、こ
の
世
を
越
え
た
永
遠
の
生
命
の
次
元
、霊
的
な
次
元
が
は
っ
き
り
と
約
束
さ
れ
て
い
る
と
語
ら
れ
た
。

こ
の
受
難
週
、
そ
の
こ
と
に
向
き
合
い
、
主
の
十
字
架
を
深
く
思
い
、
主
が
私
た
ち
の
た
め
に
生い
の
ち命
を
か

け
て
く
だ
さ
っ
た
事
実
に
、
祈
り
を
合
わ
せ
た
い
。

集
会
の
中
で
２
回
、
讃
美
歌
136
番
（「
血
潮
し
た
た
る
主
の
み
か
し
ら
」）
を
歌
い
、

「
十
字
架
に
顕
れ
し
主
の
愛
」

を
心
に
刻
ん
だ
。
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「
永
遠
の
生
命
」
を
生
き
る
（
続
）

２
０
１
６
年
4
月
3
日

聖
書
朗
読　
ロ
マ
書
８
章
1
～
11
節

満
開
の
桜
と
、咲
き
乱
れ
る
雪
柳
が
美
し
い
春
爛
漫
の
日
に
、鴨
川
の
畔
ほ
と
りの

「
祈
り
の
家
」
で
は
、復
活
節・

講
演
会
感
謝
集
会
が
も
た
れ
ま
し
た
。
先
生
の
講
筵
内
容
は
、
復
活
節
の
講
筵
を
さ
ら
に
進
化
さ
れ
た
深

い
次
元
の
も
の
で
し
た
。
パ
ソ
コ
ン
の
不
調
に
よ
り
、
途
中
で
ユ
ー
ス
ト
リ
ー
ム
が
途
切
れ
て
録
音
も
で

き
な
か
っ
た
こ
と
が
悔
や
ま
れ
ま
す
。
ご
希
望
の
方
は
、
是
非
テ
ー
プ
に
よ
り
お
聞
き
に
な
る
こ
と
を
お

勧
め
い
た
し
ま
す
。

人
の
生
き
方
は
、
神
様
を
出
発
点
に
す
る
か
、
自
分
を
出
発
点
に
す
る
か
で
根
本
的
に
違
っ
て
き
ま
す
。

自
分
を
出
発
点
と
す
る
人
は
、
自
分
の
努
力
の
結
果
を
認
め
て
欲
し
い
と
願
い
、
自
分
に
栄
光
を
帰
し
、

他
人
を
裁
く
と
い
う
生
き
方
に
な
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
生
き
方
の
人
は
、
地
上
の
こ
と
の
み
を
考
え
、

神
様
の
こ
と
や
永
遠
の
生
命
の
こ
と
に
は
関
心
を
持
ち
ま
せ
ん
。

神
様
を
出
発
点
と
す
る
人
は
、
自
分
の
無
力
さ
を
知
り
、
自
分
の
努
力
で
は
な
く
、
神
様
の
恵
み
の
み

を
受
け
取
り
、
神
様
の
御
心
に
従
っ
て
歩
む
と
い
う
生
き
方
に
な
り
ま
す
。
主
イ
エ
ス
の
十
字
架
上
の
死

に
自
ら
を
重
ね
合
わ
せ
、
主
イ
エ
ス
の
ご
復
活
に
与
り
、
御
霊
の
生
命
を
頂
き
ま
す
と
．
霊
の
人
に
変
貌

さ
せ
ら
れ
、
キ
リ
ス
ト
の
御
霊
が
宿
り
、
神
様
の
御
心
に
従
っ
て
歩
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

そ
の
人
に
は
キ
リ
ス
ト
か
ら
永
遠
の
生
命
が
与
え
ら
れ
、
肉
体
の
生
命
の
限
界
を
乗
り
越
え
て
進
ん
で
行

く
生
命
力
が
与
え
ら
れ
ま
す
。
キ
リ
ス
ト
の
霊
が
宿
れ
ば
、
死
に
定
め
ら
れ
た
肉
体
で
す
ら
死
を
克
服
し

て
生
き
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

そ
し
て
、
大
事
な
こ
と
は
、
キ
リ
ス
ト
か
ら
永
遠
の
生
命
を
与
え
ら
れ
た
者
に
は
、
そ
れ
を
他
者
に
分

か
ち
与
え
て
伝
え
て
ゆ
く
使
命
も
与
え
ら
れ
る
こ
と
で
す
。
そ
の
使
命
と
は
、
キ
リ
ス
ト
の
歩
ま
れ
た
生

き
方
と
同
じ
生
き
方
を
す
る
こ
と
で
す
。
ロ
ー
マ
書
８
章
17
節
に
あ
る
よ
う
に
、
キ
リ
ス
ト
と
苦
難
も
栄

光
も
共
に
す
る
生
き
方
で
す
。
地
上
に
あ
る
限
り
は
、
苦
難
を
背
負
い
な
が
ら
、
そ
れ
を
突
破
し
て
ゆ
く

と
い
う
キ
リ
ス
ト
の
歩
ま
れ
た
道
を
共
に
歩
む
こ
と
で
す
。
こ
の
使
命
の
あ
る
限
り
は
、
こ
の
世
の
生
命

を
超
え
る
力
を
与
え
ら
れ
、
死
ぬ
べ
き
体
か
ら
だを

も
生
か
し
て
く
だ
さ
い
ま
す
。
永
遠
の
生
命
を
い
た
だ
い
た

者
は
、
自
分
の
力
に
頼
ら
ず
に
、
全
て
を
キ
リ
ス
ト
に
委
ね
、

「
あ
な
た
の
導
き
に
委
ね
ま
す
か
ら
、
護
り
と
導
き
の
中
で
進
み
行
か
せ
て
く
だ
さ
い
」

と
の
祈
り
を
常
に
持
っ
て
日
々
を
過
ご
さ
れ
る
よ
う
に
と
願
い
ま
す
。

聖
書
の
引
用
箇
所
：
ヨ
ハ
ネ
伝
３
章
13
～
21
節
、
４
章
14
、
36
節
、
５
章
24
～
29
、
39
節
、
６
章
27
、

40
、
47
、
51
、
53
～
59
節
、
８
章
12
節
、
10
章
28
節
、
11
章
25
～
26
節
、
ガ
ラ
テ
ヤ
書
６
章
８
節
、
ピ
リ

ピ
３
章
18
～
21
節
。
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無
為
自
然

２
０
１
６
年
4
月
10
日

聖
書
朗
読　
詩
篇
46
篇

「
神
は
わ
れ
ら
の
避さ
け
ど
こ
ろ所ま
た
力
な
り
。な
や
め
る
と
き
の
最い
と
ち
か
き
助
け
な
り
」（
詩
篇
46
篇
）

讃
美
歌
461
「
主
わ
れ
を
愛
す
」

神
様
は
、
あ
な
た
を
愛
し
て
お
ら
れ
ま
す
。

そ
し
て
、
も
し
あ
な
た
が
神
様
に
委
ね
き
っ
て
し
ま
え
ば
、

神
様
は
行
く
べ
き
道
を
導
い
て
く
だ
さ
る
だ
け
で
は
な
く
、
生
き
る
力
を
も
与
え
て
く
だ
さ
い
ま
す
。

そ
れ
も
た
だ
生
き
る
た
め
だ
け
の
力
で
は
な
く
、
豊
か
に
生
き
る
た
め
の
新
し
い
力
が
み
な
ぎ
り
ま
す
。

神
様
、
私
は
今
ま
で
、
我
が
計
ら
い
、
我
が
思
い
、
の
や
り
方
で
人
生
を
生
き
て
き
ま
し
た
。

今
、
あ
な
た
の
ガ
ン
バ
ラ
ナ
イ
方
法
（
我
を
張
ら
な
い
）
で
生
き
て
行
き
た
い
の
で
す
。

私
に
は
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
様
の
助
け
が
必
要
で
す
。

今
、
無
条
件
降
伏
し
、
私
の
人
生
の
支
配
権
を
喜
ん
で
明
け
渡
し
ま
す
。

私
を
あ
な
た
が
望
ま
れ
る
人
間
に
し
て
く
だ
さ
い
。

キ
リ
ス
ト
様
に
自
分
の
意
志
（
ガ
ン
バ
レ
ガ
ン
バ
レ
の
律
法
）
を
完
全
に
明
け
渡
す
こ
と
（「
無
為
」）
に
よ
っ

て
、「

自オ
ノ
ズ
カ
ラ
然シ
カ
リ
」（
自
然
）

の
豊
か
で
意
義
あ
る
人
生
（
無
欲
、
柔
軟
、
謙
虚
）、
愛
、
喜
び
、
平
安
の
日
々
を
、
思
い
煩
い
な
く
歩
め
ま
す
。

　
感
謝
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た
と
え
地
は
震
う
と
も

２
０
１
６
年
4
月
24
日

聖
書
朗
読　
マ
ル
コ
伝
13
章
1
～
13
節

熊
本
地
方
を
襲
っ
た
大
き
な
地
震
に
、
多
く
の
国
民
が
心
を
痛
め
心
配
し
て
い
る
。
一
人
が
で
き
る
支

援
は
誠
に
小
さ
い
が
、
日
々
の
復
興
を
念
じ
、
支
援
の
祈
り
を
継
続
さ
せ
た
い
。

今
日
の
講
筵
は
、
熊
本
地
震
に
思
い
を
は
せ
つ
つ
、
聖
書
に
あ
る
「
建
造
物
の
崩
壊
」、「
地
が
震
う
」
な

ど
の
箇
所
に
目
を
向
け
、
キ
リ
ス
ト
の
有も
の

と
さ
れ
た
私
た
ち
の
立
ち
位
置
を
確
認
し
、
学
ぶ
も
の
だ
っ
た
。

取
り
上
げ
た
聖
書
の
箇
所
は
、
マ
ル
コ
伝
13
章
の
ほ
か
、
マ
タ
イ
伝
24
章
、
25
章
、
ヘ
ブ
ル
書
11
章
、
12
章
、

詩
篇
46
篇
な
ど
だ
っ
た
。
先
生
の
語
り
口
の
要
旨
を
書
い
て
み
る
。

１
、
聖
書
に
は
、
こ
れ
ら
の
災
害
が
起
き
る
と
き
、
偽
預
言
者
の
出
現
、
戦
争
、
迫
害
、
愛
の
欠
乏
な

ど
が
起
こ
る
と
書
か
れ
て
い
る
。
キ
リ
ス
ト
は
、

「
終
わ
り
ま
で
耐
え
忍
ぶ
者
は
救
わ
る
べ
し
」

と
言
わ
れ
た
。
災
害
が
い
つ
来
る
か
分
か
ら
な
い
よ
う
に
、
キ
リ
ス
ト
の
再
臨
も
い
つ
な
の
か
誰
も
分
か

ら
な
い
。
天
地
は
過
ぎ
ゆ
く
が
、キ
リ
ス
ト
の
言
葉
は
過
ぎ
往
く
こ
と
が
な
い
。
だ
か
ら
、忍
耐
を
心
掛
け
、

目
を
覚
ま
し
、
い
つ
も
祈
り
心
で
過
ご
し
た
い
。

２
、
主
は
、「
各
人
の
能
力
に
応
じ
て
」
賜
物
を
お
与
え
に
な
る
。
私
た
ち
は
戴
い
た
賜
物
を
用
い
て
、

そ
の
人
ら
し
く
忠
実
に
働
き
、
為
す
と
善
い
。

「
主
よ
、
私
の
全
存
在
は
あ
な
た
の
も
の
で
す
。
小
さ
い
捧
げ
も
の
で
す
が
、
主
の
御
旨
、
御
意

に
即
し
て
お
使
い
く
だ
さ
い
。」

と
の
心
根
で
。

３
、私
た
ち
は
震
災
に
遭
わ
れ
た
方
に
、先
ず
そ
の
平
安
を
祈
り
ま
し
ょ
う
。
痛
み
を
分
か
ち
合
う
こ
と
、

共
に
祈
る
こ
と
が
大
事
で
す
。そ
の
祈
り
の
中
か
ら
、各
自
、為
す
べ
き
こ
と
が
示
さ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

同
時
に
、私
た
ち
キ
リ
ス
ト
に
在
る
者
は
、地
が
震
お
う
と
も
、山
が
揺
る
ぐ
と
も
、そ
れ
を
乗
り
越
え
た
「
震

わ
れ
ぬ
国
」
を
戴
い
て
い
る
こ
と
を
自
覚
す
る
こ
と
。
そ
こ
は
見
え
る
世
界
を
突
き
抜
け
た
、
天
に
あ
る

更
に
勝
り
た
る
所
で
あ
る
。
そ
の
戴
い
た
天
来
の
生い
の
ち命
で
、
善
き
働
き
人
で
あ
り
た
い
。
そ
し
て
地
上
の

旅
路
を
、
聖
霊
の
導
き
に
委
ね
、
感
謝
し
つ
つ
進
み
ま
し
ょ
う
。
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熾
ん
な
る
大
生
命
の
福
音

２
０
１
６
年
5
月
1
日

聖
書
朗
読　
イ
ザ
ヤ
書
40
章
1
～
11
、
27
～
31
節

「
然
は
あ
れ
ど
、
エ
ホ
バ
を
俟ま
ち
の
ぞ望
む
者
は
、
新
た
な
る
力
を
得
ん
。
ま
た
鷲
の
ご
と
く
翼
を

は
り
て
の
ぼ
ら
ん
。
走
れ
ど
も
疲
れ
ず
、歩
め
ど
も
倦
ま
ざ
る
べ
し
」（
イ
ザ
ヤ
書
40
章
31
節
）

主
様
は
苦
し
み
を
見
て
見
ぬ
ふ
り
を
し
て
い
る
か
ら
不
公
平
だ
な
ど
と
、
ど
う
し
て
言
え
る
の
で
す
か
。

ま
だ
わ
か
ら
な
い
の
で
す
か
。
全
世
界
を
創
造
し
た
永
遠
の
主
様
は
、
絶
対
に
疲
れ
た
り
、
ふ
ら
つ
い

た
り
し
ま
せ
ん
。
主
様
の
摂
理
の
深
さ
を
推
測
で
き
る
者
は
、
一
人
も
い
ま
せ
ん
。
主
様
は
疲
れ
た
者
に

力
を
、弱
い
者
に
活
力
を
与
え
ま
す
。
若
い
人
も
く
た
く
た
に
な
り
、壮
年
の
者
も
ま
い
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

し
か
し
、
主
様
を
待
ち
望
む
者
は
、
新
し
い
力
が
漲
り
、
鷲
の
よ
う
に
翼
を
張
っ
て
舞
い
上
が
り
ま
す
。

い
く
ら
走
っ
て
も
疲
れ
ず
、
ど
ん
な
に
歩
い
て
も
へ
こ
た
れ
ま
せ
ん
。

先
生
は
、
ペ
ン
テ
コ
ス
テ
を
前
に
し
て
、
熾
ん
な
る
大
生
命
に
抱
か
れ
聖
霊
様
に
溢
れ
、
御
言
葉
に
燃

え
立
つ
講
筵
を
な
さ
れ
、
召
団
メ
ン
バ
ー
た
ち
の
心
を
惹
き
つ
け
、
成
熟
す
る
に
つ
れ
て
若
く
な
る
こ
と

を
存
在
で
顕
さ
れ
ま
し
た
。

「
信
仰
が
あ
る
と
か
な
い
と
か
、
生
ま
れ
つ
き
の
性
質
が
良
い
か
ら
だ
と
か
、
悪
い
か
ら
ど
う
だ

と
い
っ
た
こ
ち
ら
側
の
性
質
や
状
態
と
は
関
わ
り
な
く
、
絶
対
の
愛
そ
の
も
の
で
あ
り
給
う
キ

リ
ス
ト
の
霊
的
大
生
命
の
福
音
を
賜
り
、
そ
れ
だ
け
を
頼
り
に
し
て
生
き
て
い
ま
す
」

と
証
言
さ
れ
ま
し
た
。

先
生
が
若
か
っ
た
と
き
は
、
集
会
の
若
者
数
人
と
朝
、
若
王
子
山
に
登
り
聖
書
を
読
み
大
声
で
祈
っ
た

と
の
こ
と
。
そ
の
話
を
う
か
が
っ
て
、
近
々
に
若
王
子
山
で
世
の
人
々
を
集
め
て
「
山
上
の
垂
訓　
伝
道

講
筵
会
」
を
開
催
す
る
よ
う
な
こ
と
に
な
れ
ば
素
晴
ら
し
い
な
と
待
望
い
た
し
ま
す
。
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キ
リ
ス
ト
の
御
霊
に
在
り
て
生
き
る

２
０
１
６
年
5
月
8
日

聖
書
朗
読　
使
徒
行
伝
２
章
1
～
24
、
33
～
42
節

京
都
キ
リ
ス
ト
召
団
が
、
ク
リ
ス
マ
ス
集
会
、
復
活
節
集
会
と
と
も
に
、
大
切
に
し
て
い
る
ペ
ン
テ
コ

ス
テ
（
聖
霊
降
臨
節
）
集
会
に
は
、
多
く
の
兄
弟
姉
妹
が
集
わ
れ
て
、
久
し
ぶ
り
に
活
況
を
呈
し
ま
し
た
。

先
生
は
、

「
キ
リ
ス
ト
の
御
霊
に
在
り
て
生
き
る
」

と
い
う
主
題
に
込
め
ら
れ
た
深
い
意
味
を
全
身
か
ら
の
告
白
を
も
っ
て
語
ら
れ
ま
し
た
。
私
た
ち
の
原
点

は
、

「
我
キ
リ
ス
ト
と
偕と
も

に
十
字
架
に
つ
け
ら
れ
た
り
。
最
早
我
生
く
る
に
あ
ら
ず
、
キ
リ
ス
ト

我
が
内
に
在
り
て
生
く
る
な
り
。」

の
ガ
ラ
テ
ヤ
書
２
章
20
節
に
あ
り
ま
す
。

こ
の
現
実
を
体
受
す
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
、
古
い
自
分
を
捨
て
て
、
全
身
全
霊
を
も
っ
て
十
字
架
の
主

様
を
受
け
取
る
祈
り
の
場
に
、
キ
リ
ス
ト
の
御
霊
が
臨
み
、
わ
が
中
に
御
霊
の
キ
リ
ス
ト
が
生
き
て
あ
り

給
う
と
い
う
、
御
霊
の
キ
リ
ス
ト
と
共
に
生
き
る
生
き
方
へ
と
変
え
ら
れ
ま
す
。

主
様
は
、
常
に
自
分
を
何
者
と
も
し
な
い
で
、
父
な
る
神
に
絶
対
的
に
委
ね
ら
れ
た
結
果
、
そ
こ
に
聖

霊
が
臨
み
ま
し
た
。
私
た
ち
も
、

「
主
様
！　
全
て
を
主
様
か
ら
頂
か
な
け
れ
ば
自
分
で
は
何
も
で
き
ま
せ
ん
、
限
り
な
く
十
字
架

の
主
様
と
一
体
と
な
ら
せ
て
く
だ
さ
い
、
御
心
に
か
な
っ
た
生
き
方
を
さ
せ
て
く
だ
さ
い
！
」

と
い
う
祈
り
に
よ
っ
て
、
深
く
聖
霊
（
キ
リ
ス
ト
の
御
霊
）
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
十
字
架
と
聖

霊
は
、
常
に
一
如
一
体
の
事
態
な
の
で
す
。

御
霊
の
キ
リ
ス
ト
が
我
が
内
に
生
き
給
う
と
い
う
自
覚
を
も
っ
て
毎
日
を
新
た
に
さ
れ
て
生
き
る
と
、

人
の
計
ら
い
に
よ
っ
て
で
は
な
く
、
聖
霊
の
導
き
に
よ
っ
て
自
然
に
道
が
示
さ
れ
て
、
あ
る
時
に
は
奇
跡

の
よ
う
な
こ
と
が
生
じ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
大
事
な
こ
と
は
、
神
様
か
ら
聖
霊
の
愛
を
流
し
て
い
た
だ
い
た
な
ら
、
そ
れ
を
横
（
他
者
）
に

流
し
て
ゆ
く
こ
と
で
す
。
神
様
か
ら
与
え
ら
れ
る
様
々
な
聖
霊
の
賜
物
は
、
手
段
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。
聖
霊

の
本
質
、
聖
霊
の
命
の
世
界
は
、
コ
リ
ン
ト
前
書
13
章
で
い
わ
れ
て
い
る
愛
の
姿
で
す
。
聖
霊
を
受
け
た

人
の
あ
り
方
は
、
愛
に
徹
し
て
い
る
か
、
人
に
愛
を
与
え
て
い
る
か
で
す
。
そ
の
よ
う
な
生
き
方
を
し
て

始
め
て
、
聖
霊
を
受
け
た
人
と
い
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

引
用
さ
れ
た
聖
書
の
箇
所
：

コ
リ
ン
ト
前
12
、
13
章
、
ガ
ラ
テ
ヤ
２
、５
章
、
コ
ロ
サ
イ
２
、３
章
、
ロ
マ
５
章
。
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此
の
火
す
で
に
燃
え
た
ら
ん
に
は

２
０
１
６
年
5
月
22
日

聖
書
朗
読　
ル
カ
伝
12
章
35
～
40
、
49
～
53
節

講
筵
の
前
の
証
言
で
、
先
週
行
わ
れ
た
福
音
特
別
セ
ミ
ナ
ー
の
様
子
を
司
会
者
が
紹
介
し
た
。
ま
た
、

参
加
で
き
な
か
っ
た
数
名
か
ら
、
京
都
の
集
会
場
で
、
セ
ミ
ナ
ー
の
宿
題
聖
句
を
声
に
出
し
て
読
み
合
い
、

祈
り
会
を
開
い
て
恵
ま
れ
た
と
の
麗
し
い
証
言
が
あ
っ
た
。

そ
れ
を
受
け
て
奥
田
先
生
は
、
次
の
よ
う
に
話
さ
れ
た
。
集
会
に
連
な
る
一
人
ひ
と
り
は
、
キ
リ
ス
ト

の
体
で
あ
る
エ
ク
レ
シ
ア
（
集
会
）
を
形
成
す
る
大
事
な
個
で
あ
り
、
各
自
が
そ
の
自
覚
を
持
つ
こ
と
が
大

切
で
あ
る
。
伝
道
（
福
音
を
伝
え
る
こ
と
）
の
主
体
は
主
キ
リ
ス
ト
の
体
で
あ
る
集
会
（
召
団
）
で
あ
り
、
各

人
は
そ
の
使
命
の
担
い
手
で
あ
っ
て
、
単
に
個
人
の
救
い
の
次
元
で
満
足
す
る
の
で
は
な
く
、
福
音
伝
道

と
い
う
使
命
を
担
う
集
会
の
一
員
で
あ
る
と
の
自
覚
を
持
っ
て
、
キ
リ
ス
ト
を
告
白
し
証
し
す
る
よ
う
努

め
て
頂
き
た
い
。「
私
な
ん
か
ま
だ
ま
だ
」
と
躊
躇
す
る
引
っ
込
み
思
案
の
あ
な
た
に
対
し
、
主
は
、

「
十
字
架
で
お
前
の
引
っ
込
み
思
案
（
古
い
我
）
を
片
づ
け
た
よ
、
自
分
へ
の
こ
だ
わ
り
か
ら
解

放
し
た
よ
。
新
し
い
我
で
生
き
る
の
だ
よ
。」

と
励
ま
し
て
く
だ
さ
っ
て
お
り
、
私
た
ち
は
、
幼
子
の
心
、
無
者
の
姿
で
、
主
様
の
働
き
に
身
を
委
ね
て

い
く
だ
け
で
す
。
全
托
す
れ
ば
主
ご
自
身
が
働
き
、
御
業
を
成
し
て
く
だ
さ
る
。
日
々
を
主
に
あ
る
者
と

し
て
生
業
に
励
む
。
外
で
の
仕
事
で
あ
ろ
う
と
、
家
庭
で
の
家
事
で
あ
ろ
う
と
、
あ
な
た
の
置
か
れ
た
そ

の
と
こ
ろ
で
、
主
と
共
な
る
日
々
を
過
ご
す
よ
う
に
心
が
け
て
頂
き
た
い
。
そ
の
日
々
の
営
み
の
中
で
賜

っ
た
恵
み
を
集
会
の
「
証あ
か
し言
」
で
語
っ
て
ほ
し
い
。
一
週
間
の
う
ち
に
必
ず
何
か
あ
る
は
ず
で
す
。

続
い
て
の
御
言
葉
の
学
び
で
は
、
今
日
の
朗
読
箇
所
の
他
、
エ
ペ
ソ
書
４
章
、
ヨ
ハ
ネ
伝
14
章
、
使
徒

行
伝
１
章
か
ら
３
章
、
コ
リ
ン
ト
前
書
１
章
、
２
章
、
３
章
16
～
17
節
、
６
章
19
～
20
節
、
７
章
22
～
24

節
な
ど
の
聖
句
に
目
を
留
め
た
。
中
で
も
、
集
会
の
あ
り
方
と
し
て
、
エ
ペ
ソ
書
に
あ
る

「
謙
遜
、
柔
和
、
寛
容
を
基
と
す
る
御
霊
の
賜
う
一
致
」

の
箇
所
に
心
引
か
れ
た
。
ま
た
、
主
の
霊
火
が
降
っ
て
燃
え
上
が
っ
た
ら
、
主
が
地
上
で
な
さ
っ
た
業
よ

り
も
大
い
な
る
業
を
私
た
ち
が
為
す
こ
と
、そ
れ
は
ペ
テ
ロ
、パ
ウ
ロ
ら
使
徒
た
ち
が
「
御
霊
の
キ
リ
ス
ト
」

と
一
つ
と
な
っ
て
御
業
を
為
し
て
い
っ
た
の
と
同
じ
で
あ
る
と
。

「
私
た
ち
は
、
聖
霊
の
キ
リ
ス
ト
と
一
つ
と
な
り
、
キ
リ
ス
ト
が
地
上
で
は
出
来
な
か
っ
た
こ
と

を
為
し
て
い
く
使
命
が
あ
る
の
で
す
。
書
か
れ
た
文
字
で
は
生い
の
ち命

を
伝
え
る
こ
と
は
出
来
ま
せ

ん
。
福
音
の
『
生
き
証
人
』
で
な
け
れ
ば
『
聖
霊
の
子
』
を
生
み
出
す
こ
と
は
出
来
な
い
の
で
す
。

こ
ち
ら
は
空
っ
ぽ
、
平
伏
し
で
す
。」
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モ
ー
セ
へ
の
語
り
か
け
と
御
旨
の
成
就

─
─
出
エ
ジ
プ
ト
記
（
１
）
─
─

２
０
１
６
年
5
月
29
日

聖
書
朗
読　
出
エ
ジ
プ
ト
記
３
章
1
～
14
節

先
生
は
、
夏
期
特
別
集
会
に
お
い
て
、
旧
約
聖
書
の
中
で
神
か
ら
語
り
か
け
ら
れ
た
者
（
召
命
を
受
け
た

者
）
は
、
神
の
語
り
か
け
に
対
し
、
ど
の
よ
う
に
応
答
し
て
い
る
か
を
見
て
行
き
た
い
と
予
告
さ
れ
ま
し
た
。

今
日
は
、
そ
の
嚆こ
う
し矢

と
し
て
出
エ
ジ
プ
ト
記
の
モ
ー
セ
の
召
命
の
箇
所
を
語
ら
れ
ま
し
た
。

モ
ー
セ
は
、
40
年
間
ミ
デ
ィ
ア
ン
の
地
で
燃
え
尽
き
た
よ
う
に
静
か
に
暮
ら
し
て
い
ま
し
た
が
、
80
歳

に
な
っ
た
時
に
、
燃
え
尽
き
な
い
柴
の
炎
の
中
か
ら
神
の
語
り
か
け
を
聞
き
ま
し
た
。
神
様
は
、
隠
遁
し

て
い
た
モ
ー
セ
を
用
い
よ
う
と
し
て
、
モ
ー
セ
に
現
わ
れ
た
の
で
す
。
驚
い
た
モ
ー
セ
は
、
神
様
に
対
し
、

「
わ
た
し
は
何
者
で
し
ょ
う
。」

と
問
い
か
け
ま
し
た
が
、
神
様
は
、
そ
れ
を
無
視
し
て

「
わ
た
し
は
必
ず
あ
な
た
と
共
に
い
る
。
こ
の
こ
と
こ
そ
、
わ
た
し
が
あ
な
た
を
遣
わ
す
し

る
し
で
あ
る
。」

と
宣
言
さ
れ
ま
し
た
。

私
た
ち
に
対
し
て
も
、
主
様
は
天
界
か
ら
降
っ
て
こ
ら
れ
、
一
人
一
人
に
こ
の
世
で
の
困
難
な
使
命
や

課
題
を
与
え
ら
れ
ま
す
。
私
た
ち
は
、
こ
の
神
の
働
き
か
け
に
対
し
て
ど
の
よ
う
に
応
答
し
た
ら
良
い
で

し
ょ
う
か
。
私
は
、
そ
の
任
に
耐
え
ら
れ
な
い
と
い
っ
て
断
り
ま
す
か
。
そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
主
様

が
私
た
ち
を
遣
わ
さ
れ
、
聖
霊
の
主
様
が
共
に
い
て
用
い
よ
う
と
さ
れ
る
の
で
す
か
ら
、
そ
の
命
に
従
っ

て
主
様
と
共
に
生
き
て
い
け
ば
良
い
の
で
す
。
出
エ
ジ
プ
ト
記
の
中
で
、
モ
ー
セ
に
導
か
れ
た
民
は
、
目

の
前
の
こ
と
に
と
ら
わ
れ
、
何
か
あ
っ
た
時
に
は
慌
て
ふ
た
め
き
、
現
状
か
ら
の
脱
出
だ
け
を
考
え
る
箇

所
が
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
キ
リ
ス
ト
に
導
か
れ
た
者
は
、
ど
ん
な
状
況
に
お
か
れ
て
も
動
じ
ま
せ
ん
。
御
霊
の
キ
リ
ス

ト
が
共
に
お
ら
れ
る
か
ら
、
い
か
な
る
苦
難
に
も
耐
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。
全
存
在
を
も
っ
て
、

血
の
贖
い
を
も
っ
て
、
私
た
ち
を
助
け
ら
れ
た
主
が
付
い
て
お
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
最
大
の
力
と
な

る
の
で
す
。
私
た
ち
は
、
栄
光
を
い
た
だ
く
な
ら
苦
難
も
共
に
い
た
だ
き
、
ど
ん
な
と
き
に
も
生
き
生
き

と
し
て
い
る
生
き
方
を
も
っ
て
主
を
こ
の
世
に
証
し
す
る
使
命
が
あ
り
ま
す
。

「
こ
の
小
さ
き
群
れ
が
あ
な
た
の
証
し
人
と
な
る
よ
う
に
導
き
、
お
遣
わ
し
く
だ
さ
い
」

と
の
祈
り
を
も
っ
て
主
様
に
仕
え
て
行
き
ま
し
ょ
う
。
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旅
路
に
お
け
る
神
の
護
り
と
導
き

─
─
出
エ
ジ
プ
ト
記
（
２
）
─
─

２
０
１
６
年
6
月
5
日

聖
書
朗
読　
出
エ
ジ
プ
ト
記
13
章
17
～
22
節

「
エ
ホ
バ
か
れ
ら
の
前
に
往
き
給
ひ
、
昼
は
雲
の
柱
を
も
て
か
れ
ら
を
導
き
、
夜
は
火
の
柱

を
も
て
彼
ら
を
照
し
て
昼
夜
往
き
す
す
ま
し
め
給
ふ
」（
出
エ
ジ
プ
ト
記
13
章
21
節
）

キ
リ
ス
ト
者
の
生
涯
は
、
し
ば
し
ば
試
練
に
さ
ら
さ
れ
、
義
務
を
果
た
す
こ
と
が
困
難
に
思
わ
れ
る
時
、

前
方
に
は
滅
び
、
後
方
に
は
束
縛
や
死
が
迫
っ
て
い
る
よ
う
に
考
え
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

主
様
の
御
声
は
明
ら
か
に

「
前
進
せ
よ
」

と
語
っ
て
い
る
。
私
た
ち
の
目
が
、
暗
黒
を
貫
い
て
見
る
こ
と
が
で
き
な
く
と
も
、
ま
た
、
冷
た
い
波
を

足
も
と
に
感
じ
て
も
、
私
た
ち
は
、
こ
の
命
令
に
従
わ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
前
進
を
妨
げ
る
障
害
物
に
、

た
め
ら
っ
た
り
疑
っ
た
り
し
て
い
て
も
、
そ
れ
が
取
り
去
ら
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

エ
ジ
プ
ト
人
に
と
っ
て
、
暗
黒
の
壁
で
あ
っ
た
雲
は
、
へ
ブ
ル
人
に
は
全
陣
営
を
照
ら
し
、
彼
ら
の
行

く
手
に
光
を
投
げ
か
け
る
大
い
な
る
照
明
で
あ
っ
た
。
そ
の
よ
う
に
摂
理
の
う
ち
に
な
さ
れ
る
こ
と
は
、

信
じ
な
い
者
に
は
暗
黒
と
絶
望
を
も
た
ら
す
が
、
主
様
に
全
托
す
る
者
に
は
、
光
明
と
な
り
ま
す
。

主
様
が
御
導
き
に
な
る
道
は
、
荒
野
や
海
を
通
っ
て
い
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
安
全
な
道
な
の
で
す
。

先
生
は
、
主
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
様
の
語
り
か
け
に
全
托
し
て
雄
々
し
く
前
進
す
る
こ
と
を
勧
め
ら
れ

ま
し
た
。
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十
戒
の
授
与

─
─
出
エ
ジ
プ
ト
記
（
３
）
─
─

２
０
１
６
年
6
月
19
日

聖
書
朗
読　
出
エ
ジ
プ
ト
記
20
章
1
～
21
節

梅
雨
ら
し
い
聖
日
の
朝
、
雨
の
音
を
聞
き
な
が
ら
、
祈
り
の
家
で
は
御
言
葉
が
今
日
も
語
ら
れ
て
い
る
。

机
に
は
ア
ジ
サ
イ
が
一
輪
。

今
日
は
、
出
エ
ジ
プ
ト
記
の
19
章
か
ら
23
章
ま
で
を
学
ん
だ
。
今
日
の
箇
所
は
、
神
が
イ
ス
ラ
エ
ル
の

民
に
、
信
仰
生
活
、
日
常
生
活
に
当
た
っ
て
の
律
法
、
戒
め
等
を
事
細
か
に
告
げ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
神
は
、

具
体
的
に
「
言
葉
」
を
も
っ
て
モ
ー
セ
や
民
に
語
り
か
け
、
イ
ス
ラ
エ
ル
の
民
を
導
い
て
い
る
。
今
日
の

箇
所
で
は
、
神
は
先
ず
モ
ー
セ
に
次
の
よ
う
に
語
り
か
け
る
。

「
わ
た
し
の
声
に
聞
き
従
い
、
わ
た
し
の
契
約
を
守
る
な
ら
ば
、
あ
な
た
た
ち
は
す
べ
て
の

民
の
間
に
あ
っ
て
、
わ
た
し
の
宝
と
な
る
。
聖
な
る
国
民
と
な
る
。」（
出
エ
ジ
プ
ト
記
19
・

5
～
）

続
い
て
20
章
の
「
十
戒
」
の
場
面
で
、
神
は
モ
ー
セ
に
、
先
ず
、
自
ら
が
イ
ス
ラ
エ
ル
の
民
を
エ
ジ
プ

ト
の
地
か
ら
脱
出
さ
せ
た
実
力
あ
る
神
で
あ
る
こ
と
、
こ
の
神
に
の
み
仕
え
る
こ
と
、
主
の
名
を
み
だ
り

に
唱
え
て
は
な
ら
な
い
こ
と
を
示
さ
れ
る
。
４
番
目
に
安
息
日
を
守
る
こ
と
が
語
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
注

目
し
た
い
。
安
息
日
は
仕
事
を
休
み
、
神
様
か
ら
活
力
を
い
た
だ
く
日
で
あ
り
、
神
は
安
息
日
を
祝
福
し

て
聖
別
さ
れ
た
と
あ
る
。
ま
た
、
23
章
12
節
に
は
、
こ
の
安
息
日
が
、
人
だ
け
で
は
な
く
、
女
奴
隷
の
子

や
寄
留
者
、
そ
し
て
家
畜
も
休
み
を
得
て
、
元
気
を
回
復
す
る
日
と
書
か
れ
て
い
る
。
私
た
ち
は
日
頃
、

仕
事
、
家
事
、
用
事
等
に
追
わ
れ
、
主
の
御み
こ
こ
ろ意
を
振
り
返
る
時
が
な
か
な
か
持
て
な
い
。
せ
め
て
日
曜
日
は
、

主
の
前
に
静
か
に
座
り
、
聖
霊
の
力
に
よ
る
元
気
を
戴
き
た
い
も
の
で
あ
る
。

奥
田
先
生
は
、
モ
ー
セ
や
ア
ブ
ラ
ハ
ム
が
神
と
具
体
的
に
言
葉
の
や
り
と
り
を
し
て
い
る
こ
と
に
驚
く

と
話
さ
れ
る
。
更
に
先
生
は
、

「
今
や
キ
リ
ス
ト
は
、
聖
霊
と
な
っ
て
聖
書
の
御
言
葉
を
も
っ
て
、
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
に
語
り

か
け
導
い
て
お
ら
れ
る
。
そ
れ
は
太
陽
の
光
、
暖
か
さ
が
一
人
ひ
と
り
に
届
い
て
い
る
よ
う
に
、

万
人
に
向
け
ら
れ
て
い
る
。
私
た
ち
は
こ
の
聖
霊
を
い
た
だ
い
て
、
新
天
新
地
へ
の
旅
路
を
導

か
れ
て
い
る
群
な
の
で
す
。」

と
。
こ
れ
を
聞
い
て
ヘ
ブ
ル
書
１
章
を
思
い
出
し
た
。

「
神
む
か
し
は
預
言
者
等
に
よ
り
…
…
先
祖
た
ち
に
語
り
給
い
し
が
、
こ
の
末
の
世
に
は
御

子
に
よ
り
て
、
我
ら
に
語
り
給
へ
り
。」（
ヘ
ブ
ル
1･

1
～
2
）

と
。
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執
り
成
し
の
人
モ
ー
セ

―
― 
出
エ
ジ
プ
ト
記
（
４
）
―
―

２
０
１
６
年
6
月
26
日

聖
書
朗
読　
出
エ
ジ
プ
ト
記
32
章
30
～
35
節

Ｍ
さ
ん
の
持
参
さ
れ
た
美
し
い
ア
ジ
サ
イ
が
机
上
を
飾
り
、
主
の
護
り
に
よ
っ
て
回
復
さ
れ
た
Ｎ
兄
、

Ｎ
姉
の
久
し
ぶ
り
の
出
席
で
、
賑
や
か
な
集
会
に
な
り
ま
し
た
。

出
エ
ジ
プ
ト
記
の
最
終
回
と
い
う
こ
と
で
、
先
生
は
、
駆
け
足
で
沢
山
の
箇
所
に
触
れ
ら
れ
ま
し
た
。

最
初
に
、出
エ
ジ
プ
ト
記
32
章
32
節
の
モ
ー
セ
の
告
白
に
強
く
打
た
れ
た
こ
と
を
語
ら
れ
ま
し
た
。
そ
れ
は
、

モ
ー
セ
が
、
不
満
ば
か
り
言
う
民
の
た
め
に
、
自
ら
を
投
げ
捨
て
て
執
り
成
し
の
祈
り
を
し
た
こ
と
に
つ

い
て
で
す
。
正
に
、キ
リ
ス
ト
が
、私
た
ち
の
罪
の
赦
し
を
願
っ
て
、神
に
棄
て
ら
れ
る
道
を
選
ば
れ
た
（
マ

ル
コ
15
章
34
節
）
よ
う
に
、
も
し
民
の
罪
が
許
さ
れ
な
い
の
な
ら
、
神
の
書
か
ら
自
分
の
名
を
消
し
去
っ
て

く
だ
さ
い
（
民
の
罪
を
負
い
ま
す
か
ら
）
と
の
祈
り
で
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
真
理
を
歩
む
者
に
対
し
て
は
、
厳
し
い
現
実
が
伴
い
ま
す
。
神
様
の
意
思
に
よ
っ
て
召

し
出
さ
れ
た
者
は
、
モ
ー
セ
や
キ
リ
ス
ト
と
同
じ
よ
う
に
、
自
分
を
捨
て
て
執
り
成
し
の
祈
り
を
す
る
た

め
に
厳
し
い
道
を
歩
ま
さ
れ
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
行
く
手
は
、
神
様
の
導
き
と
護
り
の
中
に
あ
る
の
で
、

ど
の
よ
う
な
事
態
に
遭
っ
て
も
平
安
の
う
ち
に
乗
り
切
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
道
を
歩
ま
さ
れ
る
た
め
に
は
、
モ
ー
セ
の
よ
う
に
絶
え
ず
神
様
と
交
信
す
る
こ
と
が
必
要

で
す
。
サ
ム
エ
ル
記
上
３
章
10
節
に

「
し
も
べ
聴
く
。
主
よ
、
語
り
た
ま
え
。」

と
あ
る
よ
う
に
、

「
主
様
、
ど
う
ぞ
私
に
お
語
り
く
だ
さ
い
。」

と
い
う
心
根
で
主
様
に
問
い
か
け
、主
様
か
ら
直
々
に
答
え
を
聴
い
て
進
む
こ
と
が
大
事
で
す
。
人
に
頼
り
、

人
か
ら
答
え
を
求
め
る
の
で
は
な
く
、主
様
の
御
言
葉
が
進
む
べ
き
道
を
示
す
灯
火
と
な
り
ま
す
。
そ
し
て
、

主
様
の
御
言
葉
を
聞
い
た
以
上
は
、
御
言
葉
を
大
事
に
し
て
、
語
ら
れ
た
こ
と
を
し
っ
か
り
守
り
、
そ
れ

を
実
行
し
て
ゆ
き
、

「
我
は
道
な
り
、
真
理
な
り
、
生
命
な
り
。」

の
事
態
を
身
証
し
て
ゆ
く
こ
と
を
主
様
は
期
待
し
て
お
ら
れ
ま
す
。

聖
書
引
用
箇
所
：
コ
リ
ン
ト
後
書
３
章
、
へ
ブ
ル
書
７
章
か
ら
13
章
。
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「
キ
リ
ス
ト
の
福
音
」
対
「
モ
ー
セ
の
律
法
」

─
─
レ
ビ
記
（
１
）
─
─

２
０
１
６
年
7
月
3
日

聖
書
朗
読　
マ
タ
イ
５
章
17
～
48
節

「
誠
に
汝
ら
に
告
ぐ
、
天
地
の
過
ぎ
往
か
ぬ
う
ち
に
、
律お
き
て法

の
一
点
、
一
画
も
廃す
た

る
こ
と
な

く
、
悉こ
と
ごと
く
全ま
っ
とう
せ
ら
る
べ
し
。」（
マ
タ
イ
福
音
書
５
章
18
節
）

こ
こ
で
キ
リ
ス
ト
様
は
、
律
法
が
過
去
に
お
い
て
、
ま
た
当
時
何
を
要
求
し
た
か
と
い
う
こ
と
ば
か
り

で
な
く
、
こ
れ
ら
の
律
法
の
要
求
は
、
天
地
の
続
く
限
り
継
続
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
教
え
ら
れ
た
。

「
わ
た
し
は
あ
る
」

と
言
わ
れ
た
御
方
（
神
）
の
律
法
は
、
神
の
御
座
と
同
様
に
不
変
の
も
の
で
す
。

イ
エ
ス
様
は
、
当
時
の
律
法
学
者
や
パ
リ
サ
イ
人
の
偽
善
的
・
表
面
的
な
「
律
法
遵
守
」
が
人
々
の
日

常
生
活
を
苦
し
め
て
い
る
状
態
を
打
破
し
、
律
法
の
源
で
あ
る

「
父
な
る
神
」

の
恵
み
の
「
福
音
」
の
事
態
を
体
現
さ
れ
ま
し
た
。
今
日
の
講
筵
で
、
先
生
は
モ
ー
セ
五
書
の
中
心
で
、

旧
約
時
代
に
は
、
イ
ス
ラ
エ
ル
人
の
生
活
規
律
の
拠
り
所
と
な
っ
て
い
た
レ
ビ
記
を
取
り
上
げ
て
、

「
焼
き
尽
く
す
献
げ
物
」
や
「
贖
罪
の
献
げ
物
」

の
儀
式
と
内
容
が
主
イ
エ
ス
の
十
字
架
に
よ
る
贖
罪
の
予
表
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
、
19
章
に
お
い
て
、
命

令
や
禁
止
の
戒
律
が
宣
せ
ら
れ
る
末
尾
に
、

「
わ
た
し
は
主
で
あ
る
」

と
の
宣
言
が
続
く
こ
と
に
注
目
さ
れ
た
。
主
で
あ
る
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
様
が
い
て
く
だ
さ
る
か
ら
こ
そ
、

私
た
ち
は
そ
の
導
き
と
守
り
の
中
で
、
御
心
に
適
う
日
常
生
活
を
全
う
で
き
る
こ
と
に
感
謝
し
、
御
名
を

讃
え
た
い
。

旧
約
を
尊
重
し
な
が
ら
そ
れ
を
乗
り
越
え
、
そ
の
奥
義
を
開
示
さ
れ
た
キ
リ
ス
ト
の
福
音
は
、
ユ
ダ
ヤ

の
制
度
を
明
ら
か
に
し
、
神
聖
法
典
を
意
義
深
い
も
の
に
さ
れ
ま
し
た
。
新
し
い
真
理
が
啓
示
さ
れ
る
に

つ
れ
て
、
初
め
か
ら
与
え
ら
れ
て
い
た
真
理
が
よ
り
明
ら
か
に
示
さ
れ
、
私
た
ち
が
新
し
い
光
に
浴
す
る

ご
と
に
、
人
間
を
救
お
う
と
さ
れ
る
御
心
の
あ
ら
わ
れ
で
あ
る
贖
罪
の
ご
計
画
が
、
さ
ら
に
明
ら
か
に
理

解
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

私
た
ち
は
、
先
生
の
霊
感
の
な
か
に
イ
エ
ス
様
の
新
し
い
美
と
力
と
愛
の
法
を
見
て
ま
っ
と
う
な
生
き

方
を
活
き
ま
し
ょ
う
。
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十
字
架
体
受

２
０
１
６
年
7
月
31
日

聖
書
朗
読　
詩
篇
84
篇

「
な
ん
ぢ
の
大
庭
に
す
ま
ふ
一
日
は
千
日
に
も
ま
さ
れ
り
。

わ
れ
は
悪
の
幕
屋
に
を
ら
ん
よ
り
は
、
寧
ろ
わ
が
神
の
い
へ
の
門か
ど
も
り守

と
な
ら
ん
こ
と
を
欲ね
が

ふ
な
り
」（
詩
篇
84･

10
）

本
日
の
講
筵
は
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
ソ
ナ
タ
形
式
の
よ
う
に
三
部
構
成
で
し
た
。

十
字
架
体
受

奥
田
昌
道
先
生
は
、

「
十
字
架
を
仰
ぎ
見
る
レ
ベ
ル
で
は
ダ
メ
で
、
自
分
も
一
緒
に
十
字
架
さ
れ
体
の
中
に
十
字
架
が

立
っ
て
い
る
」

と
、
イ
エ
ス
様
と
の
一
体
の
生
き
方
を
語
ら
れ
ま
し
た
。

「
我
思
う
ゆ
え
に
我
あ
り
」

で
は
な
く
、
体
受
、
身
体
で
受
け
取
る
世
界
で
す
。

「
我
愛
す
ゆ
え
に
我
あ
り
」

で
す
。

天
国
の
大
庭

挿
入
部
分
と
し
て
十
字
架
の
つ
ぼ
み
の
中
の
天
国
を
開
示
さ
れ
ま
し
た
。

真
理
を
体
受
す
る
こ
と
を
道
と
い
い
ま
す
。
イ
エ
ス
様
は
、

「
我
は
門
な
り
」

と
も
言
わ
れ
ま
し
た
。
十
字
架
と
い
う
門
を
通
る
と
エ
ホ
バ
の
大
庭
に
安
住
で
き
ま
す
。

バ
ブ
テ
ス
マ
（
無
理
心
中
）

イ
エ
ス
様
が
私
の
知
ら
な
い
時
に
、
知
ら
な
い
所
で
、
既
に
十
字
架
上
で
私
を
葬
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
（
無
理
心
中
を
遂
げ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
）。
そ
れ
で
私
は
永
遠
の
生
命
へ
と
変
貌
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
死

が
す
な
わ
ち
生
で
あ
り
、
十
字
架
の
キ
リ
ス
ト
が
復
活
の
キ
リ
ス
ト
様
に
転
じ
、
こ
の
キ
リ
ス
ト
様
に
飛

び
込
む
祈
り
に
な
る
と
、
御
霊
の
キ
リ
ス
ト
様
が
わ
た
し
の
中
に
活
き
て
く
だ
さ
い
ま
す
。
こ
れ
が
天
国

で
す
。

イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
様
の
十
字
架
磐
の
上
に
純
金
で
建
て
ら
れ
た
エ
ク
レ
シ
ア
は
、
火
で
テ
ス
ト
さ
れ

る
時
も
平
安
で
す
。
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「
直
ち
に
」
の
福
音
書　
マ
ル
コ
伝

２
０
１
６
年
7
月
24
日

聖
書
朗
読　
マ
ル
コ
伝
１
章
1
～
31
節

７
月
10
日
の
通
信
に
書
か
れ
て
い
た
よ
う
に
、
奥
田
先
生
は
、
珍
し
く
体
調
を
崩
さ
れ
て
数
日
間
苦
し

ま
れ
た
よ
う
で
す
。
そ
の
苦
し
み
の
中
か
ら
思
わ
れ
た
こ
と
は
、

「
福
音
は
『
直
ち
に
』
の
世
界
で
あ
る
。『
そ
の
う
ち
に
』
の
世
界
で
は
な
い
。」

と
い
う
こ
と
で
し
た
。今
日
は
昨
日
の
続
き
で
は
な
く
、明
日
は
今
日
の
続
き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。人
は
、色
々

と
計
画
を
持
っ
て
い
て
も
、
計
画
通
り
に
は
ゆ
き
ま
せ
ん
。
明
日
の
こ
と
は
分
り
ま
せ
ん
。
ヤ
コ
ブ
書
４

章
13
節
以
下
に
あ
り
ま
す
よ
う
に
、
人
の
生
命
は
は
か
な
い
も
の
で
す
。
主
様
が
あ
っ
て
こ
そ
私
た
ち
の

本
当
の
生
命
の
世
界
が
あ
る
の
で
す
。
主
様
は
、
私
た
ち
の
思
う
以
上
に
、
私
た
ち
の
こ
と
を
配
慮
さ
れ

て
い
ま
す
。
福
音
は
、
主
様
ご
自
身
が
「
私
が
働
く
か
ら
、
自
分
の
計
ら
い
を
捨
て
て
、
今
こ
の
瞬
間
に
、

あ
な
た
の
全
存
在
を
私
に
委
ね
な
さ
い
。」
と
い
う
差
し
迫
っ
た
現
在
の
世
界
で
す
。

ま
た
、
先
生
は
、
人
生
は
、
イ
ザ
ヤ
書
の
35
／
53
（
53
分
の
35
）
で
あ
る
こ
と
も
考
え
さ
せ
ら
れ
た
と

の
こ
と
で
す
。
イ
ザ
ヤ
書
35
章
は
天
国
の
姿
、
53
章
は
キ
リ
ス
ト
が
十
字
架
で
世
の
苦
し
み
を
背
負
わ
れ

た
姿
で
す
。
私
た
ち
の
人
生
は
、
35
／
53
で
あ
り
、
い
ず
れ
か
一
方
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
地
上
で
は

53
の
苦
し
み
が
強
い
と
思
わ
れ
る
方
に
は
、
天
国
で
は
35
の
世
界
が
待
っ
て
い
ま
す
。
地
上
で
は
35
の
世

界
ば
か
り
で
あ
る
方
に
は
、
天
国
で
は
53
の
苦
し
み
が
待
っ
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
こ
の
地
上
が
53

の
世
界
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
時
に
は
、
キ
リ
ス
ト
が
一
緒
に
担
っ
て
く
だ
さ
る
こ
と
を
信
じ
て
く
だ
さ
い
。

主
様
の
栄
光
を
現
す
た
め
に
、
53
の
世
界
に
置
か
れ
て
い
る
の
で
す
。
こ
の
地
上
の
苦
し
み
は
、
訓
練
の

場
で
す
。
試
練
に
よ
っ
て
霊
が
高
め
ら
れ
て
ゆ
き
、
天
国
で
本
当
の
祝
福
に
預
か
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

キ
リ
ス
ト
に
従
わ
ん
と
す
る
者
は
、
こ
の
世
の
こ
と
だ
け
を
考
え
て
生
き
な
い
で
、
自
分
の
十
字
架
を
負
っ

て
従
う
の
で
す
（
ル
カ
９
章
23
節
）。
そ
う
す
る
と
、
35
の
世
界
に
入
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。
そ
し
て
、

天
国
へ
の
準
備
期
間
と
し
て
生
か
さ
れ
て
い
る
間
は
、
主
様
が
、

「
人
の
子
が
来
た
の
は
、
仕
え
ら
れ
る
た
め
で
は
な
く
、
仕
え
る
た
め
で
あ
る
。」

と
言
わ
れ
た
よ
う
に
（
マ
タ
イ
20
・
24
～
28
、
マ
ル
コ
10
・
41
～
45
、
ル
カ
22
・
24
～
27
）、
人
に
愛
を
持
っ
て

仕
え
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
主
の
御
心
に
か
な
う
な
ら
何
で
も
喜
ん
で
さ
せ
て
い
た
だ
く
と
い
う
心
根
が

大
切
で
す
。

私
た
ち
は
、
地
上
だ
け
で
な
い
永
遠
に
通
じ
る
生
き
方
を
学
ぶ
た
め
に
日
曜
日
ご
と
に
集
ま
っ
て
い
ま

す
。
私
た
ち
の
集
会
は
、
御
言
葉
が
語
ら
れ
て
お
り
、
聖
霊
に
よ
っ
て
導
か
れ
て
い
ま
す
。
キ
リ
ス
ト
の

招
き
は
「
直
ち
に
」
で
あ
り
ま
す
か
ら
、
こ
の
世
の
ほ
か
の
こ
と
は
差
し
置
い
て
で
も
集
会
に
出
席
す
る

と
い
う
気
合
い
が
必
要
で
す
。
聖
日
を
忠
実
に
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

引
用
聖
書
：
ヤ
コ
ブ
書
５
章
、
箴
言
３
章
、
へ
ブ
ル
書
12
章
、
ガ
ラ
テ
ヤ
書
２
章
20
節
。
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「
現
在
」
を
「
終
末
」
と
し
て
生
き
る

─
─
「
祈
り
」
を
も
っ
て
─
─

２
０
１
６
年
8
月
7
日

聖
書
朗
読　
マ
ル
コ
伝
13
章
1
～
13
節

今
日
の
講
筵
で
奥
田
先
生
は
、
こ
の
世
で
生
き
る
私
た
ち
の
現
在
を
終
末
と
受
け
取
り
、
終
末
の
迫
り

の
中
で
祈
り
を
も
っ
て
生
活
す
る
よ
う
に
と
語
り
か
け
ら
れ
た
。
今
日
の
朗
読
箇
所
マ
ル
コ
伝
13
章
に
は
、

イ
エ
ス
様
が
、
終
末
の
徴
し
る
しと

し
て
、
自
分
の
名
を
名
乗
る
者
の
出
現
、
戦
争
、
地
震
、
飢
饉
な
ど
が
起
こ

る
と
答
え
ら
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

講
筵
の
中
で
先
生
は
、
７
月
24
日
の
集
会
「『
直
ち
に
』
の
福
音
書
マ
ル
コ
伝
」
と
、
７
月
31
日
の
「
十

字
架
体
受
」
を
振
り
返
り
、
次
の
よ
う
に
話
し
出
さ
れ
た
。
福
音
は
「
直
ち
に
」
の
世
界
で
あ
り
、「
そ
の

う
ち
に
」
で
は
な
い
。
福
音
へ
の
招
き
が
あ
れ
ば
「
直
ち
に
」
身
を
委
ね
る
こ
と
、
自
己
中
心
的
な
生
き

方
か
ら
神
中
心
の
生
き
方
へ
と
直
ち
に
路
線
変
更
す
る
こ
と
。
ま
た
、
主
キ
リ
ス
ト
の
十
字
架
の
場
で
、

自
分
も
一
緒
に
十
字
架
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
深
く
受
け
取
り
、
終
末
が
近
い
こ
と
に
、
い
つ
も
心
を
向
け

て
い
る
こ
と
が
大
事
で
あ
る
。

現
在
を
終
末
と
し
て
生
き
る
と
は
、
こ
の
世
（
肉
の
次
元
）
か
ら
脱
出
し
て
御
霊
の
次
元
で
生
き
る
こ
と

で
あ
り
、
ガ
ラ
テ
ヤ
書
２
章
20
節
の
心
で
あ
る
。
福
音
こ
そ
が
「
終
末
」
の
迫
り
の
中
で
語
ら
れ
て
お
り
、

イ
エ
ス
様
御
自
身
、
十
字
架
の
迫
り
を
身
に
帯
び
な
が
ら
弟
子
た
ち
に
熱
く
語
ら
れ
た
。
今
日
の
関
連
箇

所
と
し
て
ペ
テ
ロ
前
書
４
章
7
～
14
節
を
引
か
れ
た
が
、
こ
こ
は
召
団
讃
歌
Ａ９
「
世
の
終お
わ
り末

は
」
に
歌
わ

れ
て
い
る
。

私
た
ち
は
、「
終
末
」
と
聞
い
て
も
そ
の
切
迫
感
を
十
分
受
け
取
っ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
今
の
時
代
、

頻
発
す
る
自
然
災
害
や
、
国
と
国
、
人
と
人
と
の
争
い
の
激
化
、
地
球
環
境
の
悪
化
、
そ
し
て
何
よ
り
も

キ
リ
ス
ト
の
御
言
葉
を
聴
く
飢
饉
な
ど
を
考
え
る
と
、
問
題
は
ま
す
ま
す
深
刻
化
し
、
解
決
へ
の
困
難
さ

が
認
め
ら
れ
る
。
主
は
、
そ
の
終
末
へ
の
迫
り
の
中
で
、
忍
耐
と
御
言
葉
を
守
る
こ
と
、
目
を
覚
ま
し
祈

り
を
欠
か
さ
な
い
こ
と
を
勧
め
て
い
る
。
今
年
の
夏
の
特
別
集
会
の
準
備
も
、
こ
の
角
度
か
ら
御
言
葉
を

読
み
、
祈
り
を
も
っ
て
臨
み
た
い
。

〔
註　

A9 「
世
の
終
末
は
」(1980.1.18) （
讃
美
歌
513 「
あ
め
に
た
か
ら
」
の
曲
で
）

１　

世
の
終おわ
り末
は
近
づ
き
た
り
。心
こ
め
て
祈
ら
ん
。主
に
あ
り
て
ぞ
世
を
ば
愛
し
、聖みく
に国
の
民
を
創つ
く造
ら
ん
。

２　

火
の
試
こ
こ
ろ
み練

近
づ
き
た
り
。
キ
リ
ス
ト
の
名
の
た
め
譏そし
ら
れ
な
ば　

幸
い
な
り
、
み
霊
う
ち
に
燃
ゆ
れ
ば
。

３　

み
霊
に
よ
る
た
ま
も
の
を
ば
、
惜
し
み
な
く
ほ
ど
こ
し
、
魂たま
の
宝
天
に
積
み
て
、
聖みた
み民

の
証あか
し示

を
せ
ん
。〕
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祈
り
て
待
ち
望
む

２
０
１
６
年
8
月
21
日

聖
書
朗
読　
ル
カ
伝
12
章
35
～
40
、
21
章
29
～
36
節

厳
し
い
暑
さ
の
中
、
今
日
も
私
た
ち
の
祈
り
の
家
に
、
主
に
あ
る
兄
弟
姉
妹
が
集
う
。
奥
田
先
生
は
、

暑
さ
に
め
げ
ず
に
集
っ
た
私
た
ち
を
労
っ
て
言
わ
れ
た
。

「
世
の
人
は
皆
さ
ん
を
『
こ
の
世
な
ら
ざ
る
人
の
群
れ
』、『
絶
滅
危
惧
種
』
と
呼
ぶ
で
し
ょ
う
。

し
か
し
主
は
、『
汝
ら
は
地
の
塩
、
世
の
光
な
り
』
と
呼
び
掛
け
、
天
に
財
宝
を
積
む
者
、
主
の

栄
光
を
担
う
者
と
し
て
尊
ん
で
く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
。」

今
日
は
、
特
別
集
会
を
今
週
末
に
控
え
、
そ
の
準
備
の
祈
り
会
だ
っ
た
。
奥
田
先
生
は
、
講
筵
の
中
で

珍
し
く
、「
聖
歌
」
３
曲
を
続
け
て
歌
う
こ
と
を
希
望
さ
れ
た
。
そ
の
歌
は
117
番
「
イ
ェ
ス
よ
り
流
る
る
」、

570
番
「
雨
を
降
り
そ
そ
ぎ
」、
608
番
「
イ
ェ
ス
は
わ
が
い
の
ち
」
で
あ
っ
た
。
先
生
は
、
聖
歌
は
素
朴
で
庶

民
的
で
あ
る
の
で
好
き
で
よ
く
歌
う
が
、
608
番
は
自
分
の
心
に
一
番
ピ
ッ
タ
リ
す
る
と
話
さ
れ
た
。
主
を

全
身
で
喜
び
讃
美
す
る
人
生
の
歌
な
の
で
、
各
地
で
集
会
だ
よ
り
を
御
覧
に
な
る
方
も
、
是
非
、
味
わ
っ

て
い
た
だ
き
た
い
。

講
筵
で
は
、
今
日
の
朗
読
箇
所
を
中
心
に
、
ル
カ
伝
８
章
、
12
章
、
13
章
な
ど
か
ら
御
言
葉
を
戴
い
た
。

主
は
、
た
と
え
話
の
中
で
、
婚
宴
か
ら
主
人
が
夜
遅
く
帰
宅
し
て
も
、
燈と
も
し
び火

を
灯
し
、
目
を
覚
ま
し
て
祈

り
の
備
え
を
し
て
い
な
さ
い
と
勧
め
ら
れ
る
。
新は
な
む
こ郎
を
迎
え
出
る
10
人
の
乙
女
の
話
（
マ
タ
イ
伝
25
章
）
も

あ
り
、
私
た
ち
も
聖
霊
を
戴
く
準
備
を
怠
ら
ず
、
主
の
御
声
を
聴
け
ば
、
直
ち
に
実
行
す
る
魂
で
あ
り
た
い
。

「
良
き
地
な
る
は
、
御
言
を
聴
き
、
正
し
く
善
き
心
に
て
之
を
守
り
、
忍
び
て
実
を
結
ぶ
所

の
人
な
り
。」（
ル
カ
伝
８
章
15
節
）

先
生
が
今
日
話
さ
れ
た
と
お
り
、
特
別
集
会
に
各
地
か
ら
訪
れ
る
兄
弟
姉
妹
を
「
お
も
て
な
し
の
心
」

で
迎
え
接
し
た
い
。
そ
し
て
、
特
別
集
会
の
３
日
間
は
、
小
池
辰
雄
先
生
が
「
京
都
召
団
讃
歌
」（
聖
名
に

在
り
て
）
で
歌
わ
れ
た
と
お
り
、
皆
さ
ん
と
共
に
、「
十
字
架
さ
れ
し　
み
霊
の
身
で
あ
る
こ
と
」「
み
霊
の

力
を
受
け
て
働
く
一
人
ひ
と
り
で
あ
る
こ
と
」
に
心
を
集
中
し
た
い
。

〔
註　

C2
「
京
都
召
団
讃
歌
」(1979.12.4) （
讃
美
歌
404 「
山
路
こ
え
て
」）

１　

聖み
な名
に
在
り
て
古
都
京
都
に
、
四よ
も方
よ
り
集
う
は　

み
霊
の
子
ら
。

２　

鴨
の
流
れ　

比
叡
の
峯
、
窓
べ
に
眺
め
て　

尽
き
ぬ
想
い
。

３　

春
は
み
ど
り　

萌
ゆ
る
若
葉
、
希のぞ
み望

の
光
に　

胸
は
躍
る
。

４　

秋
は
も
み
じ　

燃
ゆ
る
紅べに
ば葉

、
愛
の
篝かが
り
び火を　

胸
に
点とも
す
。

５　

聖
書
を
読
み　

祈
り
入
り
て
、
み
霊
の
力
を　

受
け
て
歌
う
。

６　

十
字
架
さ
れ
し　

み
霊
の
身み
よ
、
我
ら
か
く
て
生
く　

と
こ
し
な
え
に
！

７　

力
に
満
ち　

愛
に
溢
れ
、
聖
名
を
讃
え
つ
つ　

再ま
た
会お
う
日
本
ま
で
。〕
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天
国
人

２
０
１
６
年
9
月
11
日

聖
書
朗
読　
マ
タ
イ
伝
５
章
1
～
16
節
、
43
～
48
節

先
生
は
、
夏
季
福
音
特
別
集
会
が
来
年
も
開
催
さ
れ
る
か
ど
う
か
分
か
ら
な
い
、
今
回
限
り
の
集
会
と

思
っ
て
心
し
て
臨
ん
で
欲
し
い
と
い
う
、
終
末
的
な
迫
り
の
中
で
５
回
の
集
会
を
持
た
れ
ま
し
た
。
例
年

以
上
の
出
席
者
が
あ
り
ま
し
た
が
、
全
員
に
先
生
の
並
々
な
ら
ぬ
心
意
気
と
福
音
に
対
す
る
思
い
が
伝
わ
っ

た
こ
と
と
思
い
ま
す
。
今
日
の
集
会
で
は
、
京
都
の
数
人
の
方
が
特
別
集
会
の
感
想
を
話
さ
れ
ま
し
た
が
、

い
ず
れ
も
深
い
感
銘
を
受
け
た
旨
の
証
言
で
し
た
。

今
日
は
、「
天
国
人
」
と
題
し
て
、
小
池
先
生
の
エ
ン
・
ク
リ
ス
ト
55
号
（
平
成
８
年
４
月
号
）
を
引
用
さ

れ
な
が
ら
、
福
音
の
本
質
を
語
ら
れ
ま
し
た
。

私
た
ち
は
、
地
上
で
は
辛
い
こ
と
、
苦
し
い
こ
と
、
悲
し
い
こ
と
な
ど
様
々
な
運
命
・
環
境
の
中
に
あ

り
ま
す
。
こ
の
地
上
に
お
け
る
自
分
の
状
態
だ
け
を
見
る
と
、
人
は
、
運
命
・
環
境
に
支
配
さ
れ
て
絶
望

に
陥
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
れ
で
は
、
運
命
・
環
境
に
支
配
さ
れ
な
い
生
き
方
を
す
る
に
は
ど
う
す
れ
ば

良
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
秘
訣
は
、
こ
の
地
上
で
キ
リ
ス
ト
と
一
つ
に
な
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
、
キ
リ
ス

ト
の
中
に
祈
入
す
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。
そ
う
す
る
と
、
普
通
の
人
に
は
運
命
・
環
境
が
不
幸
と
思
え
る

よ
う
な
事
態
に
あ
っ
て
も
、
ま
た
、
日
常
が
ど
ん
な
に
辛
い
苦
し
い
状
況
で
あ
っ
て
も
、
そ
こ
が
天
国
に

変
わ
り
、
こ
の
地
上
は
天
国
で
あ
る
と
い
う
事
態
が
展
開
し
て
ゆ
き
ま
す
。
キ
リ
ス
ト
を
い
た
だ
い
て
い

る
人
、
キ
リ
ス
ト
と
一
つ
に
な
っ
て
い
る
人
に
は
、
こ
の
地
上
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
て
も
、
既
に

天
国
人
な
の
で
す
。
そ
し
て
、
キ
リ
ス
ト
と
一
つ
に
な
る
と
、
不
思
議
な
こ
と
に
運
命
・
環
境
を
乗
り
越

え
る
こ
と
の
で
き
る
神
秘
的
な
力
が
湧
い
て
き
ま
す
。
キ
リ
ス
ト
と
一
体
と
な
っ
て
い
れ
ば
、
必
ず
キ
リ

ス
ト
の
勝
利
を
い
た
だ
け
る
の
で
す
。
そ
れ
が
本
当
の
キ
リ
ス
ト
の
恵
み
な
の
で
す
。

キ
リ
ス
ト
と
一
つ
に
な
る
た
め
に
は
、
キ
リ
ス
ト
の
十
字
架
の
贖
い
を
し
っ
か
り
と
受
け
取
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
十
字
架
と
聖
霊
が
根
底
に
あ
り
、
自
分
は
何
者
で
も
な
い
、
霊
貧
し
き
も
の
で
あ
る
と
い
う

自
覚
の
も
と
に
、
ひ
れ
伏
し
の
姿
で
あ
る
と
こ
ろ
に
、
キ
リ
ス
ト
の
み
声
が
聞
こ
え
て
キ
リ
ス
ト
と
一
つ

に
な
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
し
て
、
天
国
人
と
な
っ
た
か
ら
に
は
、
こ
れ
を
地
上
で
実
際
に
実
践
し
て

い
る
こ
と
が
大
事
で
す
。
そ
れ
は
、
各
人
が
ど
う
い
う
行
為
を
し
た
か
で
は
な
く
、
存
在
そ
の
も
の
が
キ

リ
ス
ト
と
同
じ
よ
う
に
愛
の
姿
で
あ
る
か
ど
う
か
で
す
。
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光
と
闇

２
０
１
６
年
9
月
18
日

聖
書
朗
読　
ヨ
ハ
ネ
３
章
1
～
21
節

「
そ
の
審
判
は
、
是
な
り
。
光
、
世
に
き
た
り
し
に
、
人
そ
の
行
為
の
悪
し
き
に
よ
り
て
、

光
よ
り
も
暗
黒
を
愛
し
た
り
。
す
べ
て
悪
を
行
う
者
は
光
を
に
く
み
て
光
に
来
ら
ず
、
そ

の
行
為
の
責
め
ら
れ
ざ
ら
ん
為
な
り
。
眞
を
お
こ
な
う
者
は
光
に
き
た
る
、
そ
の
行
為
の

神
に
よ
り
て
行
い
た
る
こ
と
の
顕
れ
ん
為
な
り
。」（
ヨ
ハ
ネ
福
音
書
３
章
19
～
21
節
）

先
生
は
、
更
に
光
に
関
す
る
参
照
聖
句
を
挙
げ
ら
れ
天
国
を
垣
間
見
せ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

「
わ
れ
は
世
の
光
な
り
、
我
に
従
う
者
は
暗
き
中
を
歩
ま
ず
、
生
命
の
光
を
得
べ
し
」（
ヨ

ハ
ネ
8･

12
）

「
神
は
光
に
し
て
少
し
の
暗
き
所
な
し
」（
ヨ
ハ
ネ
第
一
書
1･

5
）

「
そ
の
兄
弟
を
愛
す
る
者
は
、
光
に
居
り
て
、
つ
ま
づ
き
そ
の
衷
に
な
し
。」（
ヨ
ハ
ネ
第
一

書
2･

10
）

「
凡
て
の
善
き
賜
物
と
凡
て
の
全
き
賜
物
と
は
、
上
よ
り
、
も
ろ
も
ろ
の
光
の
父
よ
り
降
る

な
り
。
父
は
変
る
こ
と
な
く
、
ま
た
回
転
の
影
も
な
き
者
な
り
。」（
ヤ
コ
ブ
書
1･

17
）

「
汝
ら
は
世
の
光
な
り
。
汝
ら
の
光
を
人
の
前
に
か
が
や
か
せ
。
こ
れ
人
の
汝
ら
が
善
き
行

為
を
見
て
、
天
に
い
ま
す
汝
ら
の
父
を
崇
め
ん
為
な
り
。」（
マ
タ
イ
伝
福
音
書
5･
14
～
16
）

「
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
光
を
遮
る
こ
と
に
よ
っ
て
影
が
生
じ
る
よ
う
に
、
罪
と
い
う
覆
い
に
よ

っ
て
神
の
光
が
な
く
な
っ
た
霊
の
闇
が
地
獄
で
す
。」（
サ
ン
ダ
ー
シ
ン
グ
）

一
生
を
イ
エ
ス
様
に
反
逆
し
て
い
た
者
が
、仮
に
急
に
天
国
に
移
さ
れ
て
、天
国
を
目
撃
し
た
と
し
よ
う
。

ど
の
人
の
心
も
愛
に
満
た
さ
れ
、
ど
の
顔
も
喜
び
に
輝
き
、
主
様
と
子
羊
イ
エ
ス
様
を
褒
め
称
え
る
美
し

い
音
楽
が
聞
こ
え
、
御
坐
に
坐
し
て
居
ら
れ
る
御
方
の
顔
か
ら
は
、
贖
わ
れ
た
者
た
ち
の
上
に
絶
え
ず
光

が
照
り
輝
い
て
い
る
。

真
理
を
に
く
ん
で
い
た
者
た
ち
が
、
こ
こ
で
、
天
の
群
れ
に
加
わ
っ
て
讃
美
歌
を
歌
う
こ
と
が
で
き
る

で
し
ょ
う
か
？　
透
き
通
っ
た
海
水
は
、
彼
ら
に
と
っ
て
責
め
苦
と
な
り
、
神
の
栄
光
は
焼
き
尽
く
す
火

と
な
る
で
あ
ろ
う
。

日
常
の
生
活
か
ら
道
が
自
ず
と
決
ま
っ
て
い
く
。
日
頃
か
ら
親
し
ん
で
い
る
仲
間
の
所
に
往
く
（
光
の
子

は
、
光
に
往
く
。
闇
の
子
は
、
闇
に
往
く
）。

幸
い
な
こ
と
に
私
た
ち
は
、
キ
リ
ス
ト
召
団
で
天
国
行
き
の
天
に
ふ
さ
わ
し
い
小
さ
な
キ
リ
ス
ト
者
に

な
れ
る
よ
う
に
、
天
国
の
言
語
を
毎
週
学
ぶ
準
備
期
間
が
与
え
ら
れ
感
謝
で
す
。
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此
の
火
す
で
に
燃
え
た
ら
ん
に
は

２
０
１
６
年
9
月
25
日

聖
書
朗
読　
ヨ
ハ
ネ
伝
１
章
29
～
34
節

奥
田
先
生
は
、
28
日
に
84
歳
に
な
ら
れ
ま
す
。
世
の
通
念
で
は
、
隠
居
さ
れ
て
静
か
な
余
生
を
過
し
て

い
る
と
思
わ
れ
て
い
る
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
奥
田
先
生
は
、
世
の
通
念
を
突
き
破
る
よ
う
に
、
今
日
も

１
時
間
40
分
余
り
を
起
立
し
た
ま
ま
で
迫
力
の
あ
る
福
音
を
語
ら
れ
ま
し
た
。
神
様
か
ら
、
キ
リ
ス
ト
を

伝
え
る
使
命
を
託
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
さ
れ
ま
し
た
。

ヨ
ハ
ネ
伝
１
章
29
節
以
下
で
洗
礼
者
ヨ
ハ
ネ
は
、
イ
エ
ス
を

「
世
の
罪
を
除
く
神
の
羔こ
ひ
つ
じ羊

」

「
聖
霊
に
て
バ
プ
テ
ス
マ
を
施
す
者
」

で
あ
る
と
告
知
し
ま
し
た
。
キ
リ
ス
ト
に
よ
る
救
い
の
「
二
焦
点
」
は
、
神
様
に
逆
ら
う
人
間
の
罪
を
全

部
引
き
受
け
て
十
字
架
に
か
か
り
、
そ
の
死
に
よ
っ
て
私
た
ち
の
罪
を
贖
っ
て
く
だ
さ
っ
た
こ
と
（
十
字
架

に
よ
る
贖
罪
）
と
、
罪
「
無
き
」
者
と
さ
れ
た
私
た
ち
に
「
新
し
い
命
（
新
生
）」
を
賜
い
、「
聖
霊
の
バ
プ

テ
ス
マ
」
に
よ
っ
て
、
い
つ
も
神
様
の
御
心
に
適
う
生
活
へ
と
導
い
て
く
だ
さ
る
こ
と
で
す
。

御
自
身
は
聖
霊
の
充
満
体
で
あ
り
な
が
ら
、
弟
子
た
ち
に
も
人
々
に
も
聖
霊
を
分
与
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
嘆
き
を

「
我
は
火
を
地
に
投
ぜ
ん
と
て
来
れ
り
。
此
の
火
す
で
に
燃
え
た
ら
ん
に
は
、
我
ま
た
何
を

か
望
ま
ん
。」（
ル
カ
伝
12
章
49
節
）

と
告
白
し
て
お
ら
れ
ま
す
。
そ
し
て
、
十
字
架
上
の
死
を
経
て
栄
光
の
霊
体
に
変
貌
さ
れ
た
イ
エ
ス
は
、

使
徒
た
ち
に
「
聖
霊
に
て
バ
プ
テ
ス
マ
を
施
さ
れ
る
」
ま
で
祈
り
待
ち
望
む
よ
う
命
じ
ら
れ
、
遂
に
五
旬

節
の
日
に
祈
り
の
群
れ
に
聖
霊
の
バ
プ
テ
ス
マ
が
実
現
し
ま
し
た
（
使
徒
行
伝
１
章
３
節
以
下
）。
聖
霊
に
満

た
さ
れ
た
使
徒
た
ち
は
別
人
の
よ
う
に
変
貌
し
ま
し
た
。
私
た
ち
も
、
キ
リ
ス
ト
と
共
に
十
字
架
さ
れ
、

聖
霊
を
受
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
始
め
て
変
貌
し
て
使
徒
た
ち
の
よ
う
な
天
来
の
力
を
い
た
だ
く
こ
と
が

で
き
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、「
イ
エ
ス
様
あ
な
た
だ
け
を
求
め
ま
す
。」
と
の
切
な
る
祈
り
が
必
要
で
す
。

神
様
は
、
私
た
ち
を
パ
ウ
ロ
の
よ
う
に

「
母
の
胎
を
い
で
し
よ
り
我
を
選
び
分
ち
給
う
た
。」（
ガ
ラ
テ
ア
書
１
章
15
節
）

の
で
す
。
そ
し
て
、
神
様
は
、
地
上
を
来
た
る
べ
き
天
界
に
ゆ
く
た
め
の
修
練
の
場
と
し
て
与
え
ら
れ
ま

し
た
。
地
上
で
苦
し
く
辛
い
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
重
ね
て
ゆ
く
こ
と
で
鍛
え
ら
れ
て
、
天
界
へ
行
く
道
が
通

じ
ま
す
。
私
た
ち
は
、
ひ
れ
伏
し
の
姿
に
徹
し
て
主
様
を
求
め
て
ゆ
け
ば
、
神
様
か
ら
見
え
な
い
形
で
の

助
け
が
あ
り
ま
す
。
聖
霊
に
満
た
さ
れ
て
い
る
と
、
神
様
は
、
人
の
で
き
な
い
こ
と
を
さ
せ
て
く
だ
さ
る

力
の
あ
る
方
で
す
。
集
会
全
体
が
聖
霊
の
バ
プ
テ
ス
マ
を
受
け
、
一
人
ひ
と
り
に
聖
霊
が
降
る
こ
と
を
願

っ
て
い
ま
す
。
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人
生
と
京
都
キ
リ
ス
ト
召
団
へ
の
応
援
歌

─
─
ピ
リ
ピ
書
─
─

２
０
１
６
年
10
月
2
日

聖
書
朗
読　
ピ
リ
ピ
書
１
章
1
～
11
節
、
４
章
4
～
7
節

奥
田
先
生
は
今
日
の
講
筵
で
ピ
リ
ピ
書
を
取
り
上
げ
、
こ
の
手
紙
を
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
の
人
生
へ
の
、

そ
し
て
、
京
都
キ
リ
ス
ト
召
団
へ
の
応
援
歌
と
し
て
受
け
と
り
た
い
と
話
し
出
さ
れ
た
。

ピ
リ
ピ
の
教
会
の
起
源
は
使
徒
行
伝
16
章
に
遡
さ
か
の
ぼる

。
そ
こ
で
は
、
パ
ウ
ロ
が
、
あ
る
幻
影
に
神
の
御
旨

を
感
じ
て
ピ
リ
ピ
に
渡
り
、
祈
り
場
を
求
め
た
河
の
ほ
と
り
で
ル
デ
ヤ
と
い
う
女
性
と
の
不
思
議
な
出
会

い
が
あ
っ
た
こ
と
、そ
の
後
、祈
り
場
へ
赴
く
道
す
が
ら
占
い
の
霊
に
憑
か
れ
た
女
奴
隷
を
助
け
た
こ
と
で
、

捕
縛
さ
れ
牢
に
繋つ
な

が
れ
る
身
と
な
っ
た
が
、
獄
中
で
の
祈
り
と
讃
美
の
最
中
に
起
こ
っ
た
地
震
で
囚
人
た

ち
の
縄
目
が
解
け
た
の
に
、
誰
ひ
と
り
逃
亡
者
が
い
な
か
っ
た
こ
と
に
獄
守
は
心
打
た
れ
、
パ
ウ
ロ
と
シ

ラ
ス
を
家
に
引
き
取
り
全
家
が
神
を
信
じ
て
喜
ん
だ
状
況
な
ど
が
活
き
活
き
と
書
か
れ
て
い
る
。

「
主
イ
エ
ス
を
信
ぜ
よ
、
然
ら
ば
汝
も
汝
の
家
族
も
救
わ
れ
ん
。」

と
の
御
言
葉
は
私
た
ち
を
強
く
励
ま
す
。
今
日
い
た
だ
い
た
ピ
リ
ピ
書
講
筵
の
力
点
は
次
の
２
点
で
あ
っ

た
。
一
つ
は
、
パ
ウ
ロ
が
ピ
リ
ピ
の
教
会
の
人
た
ち
を

「
キ
リ
ス
ト
・
イ
エ
ス
の
心
を
も
て
恋
い
慕
う
」

と
ま
で
言
う
熱
い
信
愛
の
絆
き
ず
なで
両
者
が
結
ば
れ
て
い
る
こ
と
。
小
さ
な
群
れ
の
京
都
キ
リ
ス
ト
召
団
へ
の

応
援
歌
と
言
い
た
い
の
は
そ
の
故
で
あ
る
、
と
。

も
う
一
つ
は
、
4
章
4
節
か
ら
7
節
ま
で
の
奨す
す
め
の
言
葉
。

「
汝
ら
常
に
主
に
あ
り
て
喜
べ
、
我
ま
た
言
ふ
、
な
ん
じ
ら
喜
べ
。
凡
て
の
人
に
汝
ら
の
寛

容
を
知
ら
し
め
よ
。
主
は
近
し
。
何
事
を
も
思
ひ
煩
ふ
な
、
た
だ
事
ご
と
に
祈
を
な
し
、

願
を
な
し
、
感
謝
し
て
汝
ら
の
求
め
を
神
に
告
げ
よ
。
さ
ら
ば
凡
て
人
の
思
に
す
ぐ
る
神

の
平
安
は
、
汝
ら
の
心
と
思
と
を
キ
リ
ス
ト
・
イ
エ
ス
に
よ
り
て
守
ら
ん
。」

そ
の
ほ
か
、
2
章
12
～
15
節
、
3
章
7
～
14
節
、
同
17
～
21
節
。
特
に
、

「
彼
は
万
物
を
己
に
服し
た
がは
せ
得
る
能ち
か
ら力
に
よ
り
て
、
我
ら
の
卑い
や
し
き
状さ
ま
の
体
を
化
へ
て
、
己

が
栄
光
の
体か
ら
だに

象か
た
どら

せ
給
は
ん
。」

が
素
晴
ら
し
い
。

新
し
く
、
神
戸
市
、
東
大
阪
市
か
ら
先
週
に
続
き
兄
姉
３
名
が
集
い
、
更
に
本
日
、
鳥
取
市
か
ら
兄
１

名
が
参
会
し
た
。
先
生
の
語
り
も
、
証
言
者
も
、
集
う
者
の
祈
り
も
、
皆
、
強
め
ら
れ
た
。
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我
に
と
り
て
、
生
く
る
は
キ
リ
ス
ト
な
り

─
─
ピ
リ
ピ
書
（
続
）
─
─

２
０
１
６
年
10
月
16
日

聖
書
朗
読　
ピ
リ
ピ
書
１
章
3
～
11
節
、
20
～
21
節
、
２
章
12
～
15
節

「
我
に
と
り
て
、
生
く
る
は
キ
リ
ス
ト
な
り
、
死
ぬ
る
も
ま
た
益
な
り
」（
ピ
リ
ピ
人
へ
の
書

1･

21
）

パ
ウ
ロ
は
、
捕
ら
え
ら
れ
鞭
で
打
た
れ
な
が
ら
ピ
リ
ピ
召
団
（
エ
ク
レ
シ
ア
）
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

そ
れ
に
こ
た
え
て
、
ピ
リ
ピ
召
団
の
キ
リ
ス
ト
者
も
、
パ
ウ
ロ
の
為
に
献
身
的
に
尽
く
し
経
済
的
必
要

を
満
た
し
た
こ
と
も
し
ば
し
ば
で
し
た
。
そ
の
ピ
リ
ピ
召
団
に
、
パ
ウ
ロ
は
、
キ
リ
ス
ト
を
信
じ
る
者
の

喜
び
を
心
を
こ
め
て
手
紙
を
贈
り
ま
す
。

「
イ
エ
ス
は
我
が
命　
ま
た
喜
び　
す
べ
て
の
す
べ
て
ぞ　
我
に
と
り
て　
生
く
る
は
キ
リ

ス
ト
な
り
」

奥
田
昌
道
先
生
も
、
キ
リ
ス
ト
の
心
を
心
と
し
て
、
殉
道
し
た
パ
ウ
ロ
の
十
字
架
道
に
伴
走
さ
れ
な
が

ら
語
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
娑
婆
で
の
試
練
の
時
も
、
今
ま
で
同
様
キ
リ
ス
ト
様
を
大
胆
に
語
り
、
ま
た
、
生
き
る
に
し
て
も
、

死
ぬ
に
し
て
も
、
い
つ
も
キ
リ
ス
ト
様
の
素
晴
ら
し
さ
を
身
を
も
っ
て
現
し
た
い
。
な
ぜ
な
ら
私
に
と
っ

て
生
き
る
こ
と
は
、
キ
リ
ス
ト
様
の
た
め
に
良
い
機
会
（
伝
道
）
を
得
た
こ
と
を
意
味
し
、
死
ぬ
こ
と
は
、

キ
リ
ス
ト
様
の
と
こ
ろ
に
行
け
る
の
で
願
わ
し
い
事
で
す
。

し
か
し
、
地
上
で
は
、
も
っ
と
召
団
員
の
役
に
立
て
る
こ
と
も
事
実
で
す
。

そ
う
で
す
、
私
に
は
ま
だ
、
こ
の
世
で
生
き
る
使
命
が
あ
る
の
で
す
。
そ
れ
で
、
あ
な
た
が
た
の
信
仰

の
成
長
を
助
け
、
も
っ
と
喜
び
に
溢
れ
さ
せ
る
た
め
に
、
き
っ
と
、
も
う
し
ば
ら
く
の
間
、
地
上
に
長
ら

え
る
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。　
平
安
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聖
書
は
人
生
の
応
援
歌

２
０
１
６
年
10
月
23
日

聖
書
朗
読　
ヨ
ハ
ネ
伝
14
章
1
～
14
節

今
日
は
、
19
人
も
の
兄
弟
姉
妹
が
参
会
さ
れ
ま
し
た
。
先
生
は
、
22
日
に
開
催
さ
れ
た
「
第
65
回
日
本

学
士
院
公
開
講
演
会
」
の
講
演
を
担
当
さ
れ
る
と
い
う
重
責
を
果
た
さ
れ
た
中
で
、
ヨ
ハ
ネ
伝
14
章
１
節

の

「
汝
ら
心
を
騒
が
す
な
、
神
を
信
じ
、
ま
た
我
を
信
ぜ
よ
。」

の
御
言
葉
が
根
底
に
あ
れ
ば
、
主
様
が
宿
り
た
ま
い
、
そ
の
人
に
ふ
さ
わ
し
い
働
き
を
さ
せ
て
く
だ
さ
る

こ
と
を
体
験
さ
れ
た
こ
と
を
力
強
く
語
ら
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、

「
聖
書
は
、
人
生
の
応
援
歌
で
あ
る
。
ど
の
よ
う
な
苦
境
に
あ
っ
て
も
、
主
様
は
直
ぐ
傍
ら
に
お

ら
れ
、
大
丈
夫
だ
と
励
ま
し
て
く
だ
さ
る
こ
と
を
確
信
し
て
、
そ
の
こ
と
を
体
験
し
て
い
た
だ

き
た
い
」

と
続
け
ら
れ
ま
し
た
。

講
筵
の
要
旨
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

私
た
ち
は
、
聖
書
を
書
物
と
し
て
読
む
の
で
は
な
く
、
実
生
活
の
唯
中
で
活
き
た
主
様
を
味
わ
っ
て
ゆ

く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
満
ち
足
り
た
人
や
傲
慢
な
人
に
は
、
主
様
は
必
要
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

人
生
に
躓
い
た
時
に
こ
そ
、本
当
の
神
様
に
出
会
え
ま
す
。
こ
の
地
上
は
、決
し
て
楽
園
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

悩
み
や
苦
労
の
連
続
で
す
。
し
か
し
、
そ
の
困
難
な
地
上
の
歩
み
の
中
で
、
キ
リ
ス
ト
は
、
向
こ
う
側
か

ら
ご
自
分
を
現
し
て
く
だ
さ
い
ま
す
。
キ
リ
ス
ト
は
、
そ
の
憐
れ
み
に
よ
り
、
私
た
ち
の
生
れ
る
前
か
ら

各
人
を
選
ん
で
、
一
番
必
要
と
す
る
時
に
自
ら
を
現
し
て
く
だ
さ
い
ま
す
。
キ
リ
ス
ト
は
、
私
た
ち
が
ど

ん
底
に
い
る
時
に
救
い
上
げ
、

「
あ
な
た
の
過
去
、
現
在
、
未
来
を
全
て
引
き
受
け
た
の
で
何
も
心
配
す
る
こ
と
は
な
い
。」

と
私
た
ち
を
抱
い
て
運
ん
で
く
だ
さ
る
の
で
す
。
私
た
ち
が
、
ご
自
身
と
同
じ
栄
光
の
姿
に
変
え
ら
れ
、

地
上
で
の
苦
労
を
突
き
抜
け
て
天
上
で
輝
く
こ
と
を
願
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。
そ
し
て
、
私
た
ち
一
人
一
人

に
対
し
、
こ
の
救
い
の
事
態
を
自
分
だ
け
の
も
の
に
し
て
お
く
の
で
は
な
く
、
人
生
で
苦
し
ん
で
い
る
人

に
出
会
っ
た
時
に
、
そ
の
人
に
分
か
ち
与
え
て
応
援
す
る
使
命
を
託
し
て
お
ら
れ
ま
す
。
私
た
ち
に
は
、

人
を
神
の
命
の
中
に
導
き
た
い
と
い
う
キ
リ
ス
ト
の
御
本
願
に
応
え
て
、
人
に
尽
く
し
て
ゆ
く
と
い
う
使

命
が
与
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

引
用
さ
れ
た
聖
書
：
ピ
リ
ピ
４
章
４
～
９
節
、
コ
リ
ン
ト
前
書
13
章
、
イ
ザ
ヤ
書
44
章
21
～
23
節
、
コ

リ
ン
ト
後
書
６
章
１
～
10
節
、
11
章
22
～
33
節
、
12
章
10
節
、
ピ
リ
ピ
１
章
20
、
27
～
29
節
、
２
章
13
～

16
節
、
３
章
17
～
21
節
、
コ
ロ
サ
イ
３
章
１
～
４
、
10
～
17
節
。
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無
力
に
徹
す
る

２
０
１
６
年
11
月
6
日

聖
書
朗
読　
詩
篇
８
篇

「
な
ん
ぢ
は
幼
子
・
乳
飲
み
子
の
口
に
よ
り
力
の
基も
と
いを
お
き
て
、
敵
に
備
え
た
ま
え
り
」（
詩

篇
８
篇
２
節
）

母
の
乳
房
を
吸
う
児
の
如
く		



主
の
御
霊
を
ば
飲
み
て
ぞ
生
く
る

母
が
す
べ
て
の
幼
子
の
ご
と		


我
が
身
を
全
く
主
に
投
げ
入
れ
ぬ

主
の
ふ
と
こ
ろ
に
祈
り
入
り
て
ぞ	
御
霊
は
臨
み
力
に
溢
る　
　
　
　
（
召
団
讃
歌
Ａ
19
）

奥
田
昌
道
先
生
は
、
詩
篇
８
篇
と
ヨ
ハ
ネ
伝
か
ら
「
無
力
に
徹
す
る
」
と
題
し
て
講
筵
さ
れ
ま
し
た
。

幼
子
・
乳
飲
み
子
に
こ
そ
、
主
様
の
御
力
が
宿
り
ま
す
。

私
た
ち
も
あ
の
幼
子
・
乳
飲
み
子
の
よ
う
に
自
分
か
ら
は
何
も
出
来
ま
せ
ん
。
イ
エ
ス
様
御
自
身
が

「
我
自
ら
何
事
も
成
し
能
わ
ず
」（
ヨ
ハ
ネ
伝
５
章
30
節
）

と
言
っ
て
空
っ
ぽ
に
な
っ
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
。
ま
し
て
や
私
た
ち
が
、
何
か
が
出
来
る
な
ど
と
は
思
い

ま
せ
ん
。
相
対
的
に
は
何
か
出
来
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
唯
一
絶
対
な
る
主
様
の
御
前
で
は
無

力
に
徹
し
て
生
き
ま
す
。
ど
う
ぞ
主
様
の
無
限
力
が
、
無
力
な
者
に
宿
っ
て
、
こ
の
世
に
栄
光
の
顕
せ
る

器
と
し
て
御
用
い
く
だ
さ
い
。

「
無
力
に
徹
す
る
」
と
自
然
と
必
然
が
一
つ
と
な
っ
て
課
題
が
出
来
て
し
ま
い
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
、
神
様
の
種
が
、
お
の
ず
と
私
た
ち
の
人
生
に
実
を
つ
け
る
の
に
任
せ
ま
し
ょ
う
。

聖
書
の
現
実
を
そ
れ
ぞ
れ
の
人
生
に
お
い
て
、
実
生
活
の
中
で
体
験
し
、
キ
リ
ス
ト
の
言
葉
が
今
も
真

実
で
あ
る
こ
と
を
証
言
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。　
感
謝

〔
註　

Ａ
19
「
母
の
乳
房
を
」(1980.11.26)

（
讃
美
歌
538 「
す
ぎ
ゆ
く
こ
の
世
」
の
曲
で
）

１　

母
の
乳ちぶ
さ房

を　

吸
う
兒こ
の
如
く
、
主
の
み
霊たま
を
ば　

飲
み
て
ぞ
生
く
る
。

２　

母
が
す
べ
て
の　

お
さ
な
ご
の
如ごと
、
わ
が
身
を
全また
く　

主
に
投
げ
入
れ
ぬ
。

３　

主
の
ふ
と
こ
ろ
に　

祈
り
入
り
て
ぞ
、
み
霊
は
臨
み　

力
に
溢あふ
る
。

４　

エ
ン
．
ク
リ
ス
ト
に　

生
く
る
わ
が
身
に
、
み
霊
の
力　

み
な
ぎ
り
あ
ふ
る
。

５　

み
霊
の
流
れ　

脈
々
た
れ
ば
、
み
民
わ
れ
ら
は　

生いの
ち命

の
泉
。

６　

み
霊
の
火ほの
お焔　

炎えん
え
ん々た

れ
ば
、
何
を
か
の
ぞ
ま
ん　

力
ぞ
み
つ
る
。

７　

い
ざ
や
我
ら
は　

燃
ゆ
る
み
霊
を
、
胸みぬ
ち中

に
宿
し　

灯ひ
を
点とも
さ
な
ん
。〕
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「
霊
」
の
生
命
を
生
き
る

２
０
１
６
年
11
月
13
日

聖
書
朗
読　
ヨ
ハ
ネ
伝
６
章
41
～
66
節　

奥
田
先
生
は
今
日
の
講
筵
「
霊
の
生い
の
ち命

を
生
き
る
」
を
、

「
活
か
す
も
の
は
霊
な
り
、
肉
は
益
す
る
所
な
し
、
わ
が
汝
ら
に
語
り
し
言
は
、
霊
な
り
、

生
命
な
り
。」（
ヨ
ハ
ネ
伝
６
章
63
節
）

を
中
心
と
し
、
ロ
ー
マ
書
８
章
1
～
17
節
と
ヨ
ハ
ネ
伝
３
章
1
～
15
節
を
も
引
き
つ
つ
展
開
さ
れ
た
。

聖
書
で
は
「
霊
」「
肉
」
は
、
次
の
よ
う
な
内
容
の
も
の
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。

①　
「
霊
魂
」
と
「
肉
体
」（
ル
カ
伝
12
章
4
～
5
節
参
照
）

②　
「
天
」（
神
）
の
次
元
と
「
地
」（
人
、
土
か
ら
出
て
土
に
帰
る
）
の
次
元
。
天
は
永
遠
で
あ
り
、
見
え

な
い
神
の
次
元
。
地
は
一
時
的
で
あ
り
、
見
え
る
人
間
の
次
元
。
物
質
界
。

③　
「
神
中
心
の
生
き
方
」（
霊
）
と
「
自
己
中
心
の
生
き
方
」（
肉
）。
神
中
心
と
は
キ
リ
ス
ト
の
歩
ま
れ

た
生
き
方
。
神
の
御
意
を
第
一
と
す
る
。「
肉
」
は
そ
の
反
対
。
神
に
逆
ら
う
生
き
方
。

キ
リ
ス
ト
は
、
神
中
心
の
生
き
方
、
御
意
に
か
な
う
生
き
方
を
求
め
て
お
ら
れ
る
。
そ
れ
が
命
へ
の
道

で
あ
り
、
そ
こ
に
本
当
の
生
命
、
永
遠
の
い
の
ち
が
あ
る
。
キ
リ
ス
ト
は
私
た
ち
に
、「
肉
」（
罪
と
死
）
の

生
き
方
で
な
く
、
ご
自
身
が
歩
ま
れ
た
「
霊
」（
い
の
ち
）
の
生
き
方
を
求
め
て
お
ら
れ
る
。
そ
こ
に
神
の

次
元
の
命
が
宿
る
か
ら
。
そ
れ
が
真
の
幸
い
（
恵
福
）
だ
か
ら
。

「
活
か
す
も
の
は
霊
な
り
、
肉
は
益
す
る
所
な
し
、
わ
が
汝
ら
に
語
り
し
言
は
霊
な
り
、

生い
の
ち命

な
り
。」

と
の
御
言
葉
に
主
キ
リ
ス
ト
の
深
い
熱
い
愛
の
御
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。

見
え
る
所
に
と
ら
わ
れ
、
一
喜
一
憂
す
る
我
々
に
対
し
て
、

「
私
に
委
ね
な
さ
い
。
私
が
背
負
っ
て
上
げ
る
か
ら
」

と
励
ま
し
て
く
だ
さ
る
。

「
な
ん
じ
ら
世
に
あ
り
て
は
（
肉
の
世
界
に
お
い
て
は
）
患
難
あ
り
、
さ
れ
ど
雄
々
し
か
れ
。

我
す
で
に
世
に
勝
て
り
」

と
。「
霊
の
生
命
を
生
き
る
」
と
は
、「
霊
の
人
と
し
て
生
き
る
こ
と
」
で
あ
り
、
神
・
キ
リ
ス
ト
の
御
意
を

第
一
と
し
て
生
き
る
こ
と
。
そ
の
た
め
に
は
、
生
ま
れ
な
が
ら
の
「
肉
」
の
人
か
ら
脱
皮
し
て
「
新
た
に

生
ま
れ
る
」
こ
と
（
新
生
）
が
不
可
欠
。
キ
リ
ス
ト
が
ニ
コ
デ
モ
に
語
ら
れ
た
よ
う
に
、
新
た
に
生
ま
れ
な

け
れ
ば
、
神
の
国
（
天
の
次
元
）
を
見
る
こ
と
も
、
神
の
国
に
入
る
こ
と
も
で
き
な
い
。
有
難
い
こ
と
に
キ

リ
ス
ト
ご
自
身
が
道
を
開
い
て
く
だ
さ
っ
た
。
十
字
架
で
「
旧
い
我
」
を
葬
り
、
霊
体
と
し
て
顕
現
さ
れ

た
栄
光
の
主
キ
リ
ス
ト
が
ご
自
身
の
霊
（
聖
霊
、
御
霊
）
を
無
条
件
に
私
の
中
に
宿
ら
せ
て
く
だ
さ
る
、
御

霊
ご
自
身
が
我
が
内
に
宿
っ
て
く
だ
さ
る
。
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天
の
次
元
の
祝
福

２
０
１
６
年
11
月
20
日

聖
書
朗
読　
エ
ペ
ソ
書
１
章
１
～
14
節

奥
田
先
生
は
、
前
回
の
講
筵
の
重
要
な
内
容
（
霊
魂
と
肉
体
、
天
の
次
元
と
地
の
次
元
、
神
中
心
の
生
き
方
と

自
己
中
心
の
生
き
方
）
を
再
確
認
さ
れ
た
上
で
、

「
今
日
は
啓
示
を
受
け
た
よ
う
に
エ
ペ
ソ
書
が
浮
か
ん
で
き
た
」

と
、
エ
ペ
ソ
書
を
中
心
に
し
て
前
回
の
内
容
を
さ
ら
に
発
展
さ
れ
た
講
筵
を
さ
れ
ま
し
た
。

エ
ペ
ソ
書
は
、
天
の
次
元
で
の
神
様
の
祝
福
が
い
か
に
素
晴
ら
し
い
も
の
で
あ
る
か
を
述
べ
た
書
で
す
。

神
様
は
、
私
た
ち
の
見
え
る
姿
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
私
た
ち
が
キ
リ
ス
ト
に
よ
っ

て
神
の
子
と
定
め
ら
れ
た
こ
と
を
保
証
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
す
な
わ
ち
、
私
た
ち
は
、
キ
リ
ス
ト
の

十
字
架（
贖
罪
）と
復
活（
永
遠
の
命
の
実
証
）に
与
る
こ
と
に
よ
っ
て
天
の
次
元
に
入
れ
ら
れ
て
聖
徒
と
さ
れ
、

神
様
の
栄
光
の
誉
と
な
る
恵
み
と
望
み
を
与
え
ら
れ
ま
し
た
。
地
上
で
は
儚
い
存
在
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、

天
の
次
元
で
は
既
に
神
の
子
で
あ
り
、
輝
い
て
い
る
存
在
に
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
天
の
次
元
の
こ
と
は
、
神
の
霊
の
次
元
の
こ
と
で
あ
り
、
深
く
厳
粛
な
も
の
で
す
。
自
然
科

学
で
究
明
で
き
る
よ
う
な
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
マ
タ
イ
伝
14
章
25
節
に
キ
リ
ス
ト
が
海
の
上
を
歩
か

れ
た
こ
と
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
天
の
次
元
を
体
現
さ
れ
た
キ
リ
ス
ト
が
物
理
法
則
を
超
え

た
現
実
を
示
さ
れ
た
出
来
事
で
す
。

聖
書
を
身
読
し
て
キ
リ
ス
ト
に
繋
が
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
神
様
か
ら
聖
霊
を
い
た
だ
く
と
、
神
様
の
中

に
隠
さ
れ
て
い
た
も
の
が
次
第
に
現
れ
て
き
て
、
神
様
の
中
に
秘
め
ら
れ
て
い
た
ご
計
画
が
、
神
様
の
御

心
が
分
か
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
す
る
と
、
私
た
ち
自
身
も
、
天
の
次
元
の
霊
性
が
磨
か
れ
て
深
い
洞
察

力
を
与
え
ら
れ
、
困
難
な
世
を
生
き
る
に
あ
た
っ
て
正
し
い
道
を
歩
む
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

こ
の
集
会
は
、
御
霊
の
主
キ
リ
ス
ト
か
ら
天
の
次
元
の
祝
福
を
い
た
だ
き
、
天
の
次
元
に
生
か
し
て
い

た
だ
く
集
会
で
す
。
私
た
ち
が
そ
の
証
し
人
に
な
る
た
め
に
は
、
ど
の
よ
う
な
困
難
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、

そ
こ
を
修
練
の
場
で
あ
る
と
受
け
取
り
、
鍛
え
ら
れ
て
、
輝
い
て
い
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

私
た
ち
は
、
主
キ
リ
ス
ト
に
よ
り
天
の
次
元
の
祝
福
を
賜
っ
て
い
る
こ
と
を
常
に
自
覚
し
て
、
神
様
に

感
謝
し
、
神
讃
美
・
キ
リ
ス
ト
讃
美
の
日
々
を
送
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

エ
ペ
ソ
書
以
外
の
聖
書
引
用
箇
所　
ロ
マ
書
８
章
34
節
か
ら
39
節
、
詩
篇
37
篇
、
55
篇
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我
ら
は
生
命
の
御
言
の
伝
達
者

２
０
１
６
年
11
月
27
日

聖
書
朗
読　
ペ
テ
ロ
後
書
１
章
（
全
）

奥
田
先
生
は
今
日
の
講
筵
で
、

「
集
会
準
備
の
た
め
意
識
せ
ず
に
開
い
た
聖
書
の
箇
所
が
ペ
テ
ロ
後
書
だ
っ
た
が
、
読
む
う
ち
に

引
き
込
ま
れ
、
こ
の
書
が
遺
言
の
書
で
あ
り
後
代
の
人
へ
の
励
ま
し
の
手
紙
で
あ
る
こ
と
に
気

が
付
き
驚
い
た
。」

と
語
り
出
さ
れ
た
。
先
生
は
、

「
聖
書
そ
の
も
の
が
『
遺
言
』
で
あ
り
、
後
世
に
こ
れ
だ
け
は
残
し
て
お
き
た
い
と
い
う
言
葉
の

書
で
あ
っ
て
、
イ
エ
ス
様
の
生
き
方
や
御
業
、
み
言
葉
も
、
ペ
テ
ロ
、
パ
ウ
ロ
の
生
き
ざ
ま
と

書
簡
の
言
葉
も
皆
そ
う
で
す
。」

と
も
話
さ
れ
た
。

ペ
テ
ロ
後
書
１
章
12
節
以
下
を
読
む
と
、
確
か
に
遺
言
の
口
調
で
あ
る
。
ま
た
、
イ
エ
ス
様
の
山
上
で

の
変
貌
の
場
面
に
ヨ
ハ
ネ
、
ヤ
コ
ブ
と
共
に
居
合
わ
せ
た
ペ
テ
ロ
が
、
天
か
ら
の

「
こ
れ
は
わ
が
選
び
た
る
子
な
り
、
汝
ら
こ
れ
に
聴
け
」

と
の
声
を
聞
い
た
こ
と
、
先
生
は
、
ペ
テ
ロ
に
と
っ
て
、
こ
の
事
態
は
忘
れ
得
ぬ
原
体
験
で
あ
り
、
私
た

ち
も
、
聖
書
の
言
葉
は
天
の
次
元
か
ら
語
ら
れ
て
お
り
、
天
の
次
元
、
す
な
わ
ち
聖
霊
の
次
元
で
受
け
取

る
必
要
が
あ
る
と
語
ら
れ
た
。

続
い
て
先
生
は
、
以
上
の
心
根
で
詩
篇
を
読
む
と
、
詩
篇
は
讃
美
の
書
だ
が
、
同
時
に
後
代
に
伝
え
た

い
感
動
、
体
験
や
事
実
を
伝
え
る
「
遺
言
」
の
側
面
が
あ
る
と
話
さ
れ
た
。
先
生
が
引
か
れ
た
詩
篇
は
、

55
篇
16
以
下
、
57
篇
7
～
11
、
37
篇
（
全
）、
73
篇
（
全
）
だ
っ
た
が
、
私
に
特
に
響
い
た
御
言
は
、

「
汝
の
荷
を
主
に
ゆ
だ
ね
よ
。
さ
ら
ば
汝
を
さ
さ
え
給
わ
ん
。
義
し
き
人
の
動
か
さ
る
る
こ

と
を
常
に
ゆ
る
し
給
う
ま
じ
。」（
詩
篇
55
篇
22
節
）

「
汝
の
憐
れ
み
は
大
い
に
し
て
天
に
ま
で
至
り
、
汝
の
真ま
こ
と実
は
雲
に
ま
で
い
た
る
。」（
詩
篇

57
篇
10
節
）

だ
っ
た
。
更
に
先
生
は
、
私
た
ち
に
呼
び
か
け
ら
れ
た
。

「
聖
書
は
、
今
も
私
た
ち
に
遺
言
の
よ
う
に
語
り
か
け
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
人
生
そ
の
も
の
が

後
代
の
人
へ
の
遺
言
で
す
。
私
た
ち
は
天
の
生い
の
ち命

を
戴
い
て
い
る
者
と
し
て
、
自
分
の
生
き
方

を
以
っ
て
、
時
が
良
く
て
も
悪
く
て
も
、
大
胆
に
主
を
告
白
す
る
使
命
を
託
さ
れ
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
は
『
生い
の
ち命

の
御み
こ
と
ば言

』
の
伝
達
者
で
す
。」

と
。
集
会
後
の
食
事
会
・
総
会
で
は
、
降
誕
節
集
会
の
取
り
組
み
に
つ
き
協
議
す
る
と
と
も
に
、
食
事
後

の
満
ち
足
り
た
中
で
、
日
頃
聴
け
な
い
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た
感
話
が
為
さ
れ
た
。
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降
誕
節
を
前
に
し
て

─
─
バ
プ
テ
ス
マ
の
ヨ
ハ
ネ
─
─

２
０
１
６
年
12
月
4
日

聖
書
朗
読　
マ
タ
イ
伝
３
章
1
～
12
節

イ
エ
ス
様
も
洗
礼
者
ヨ
ハ
ネ
も
神
学
校
に
行
か
な
か
っ
た
事
に
鑑
か
ん
がみ

、
京
都
キ
リ
ス
ト
召
団
で
は
、
神

学
校
卒
の
教
師
は
居
ま
せ
ん
。

旧
約
の
道
理
か
ら
い
え
ば
、
ザ
カ
リ
ヤ
の
息
子
ヨ
ハ
ネ
は
祭
司
職
の
た
め
に
教
育
さ
れ
る
の
が
当
然
だ
っ

た
。
し
か
し
ラ
ビ
の
学
校
の
訓
練
は
、
彼
を
そ
の
働
き
に
ふ
さ
わ
し
く
な
い
者
に
し
た
だ
ろ
う
。

神
様
は
、
聖
書
の
解
釈
を
学
ば
せ
る
た
め
に
彼
を
神
学
の
教
師
た
ち
の
も
と
に
御
送
り
に
な
ら
な
か
っ

た
。
神
様
は
、彼
が
「
自
然
」
と
「
自
然
を
創
ら
れ
た
神
」
と
か
ら
学
ぶ
よ
う
に
、彼
を
荒
野
へ
召
さ
れ
た
。

「
荒
野
に
呼よ
ば

は
る
者
の
声
す　
『
主
の
道
を
備
え
、
そ
の
路
す
ぢ
を
直
く
せ
よ
』」（
マ
タ
イ
伝

３
章
３
節
）

本
日
の
講
筵
で
は
主
様
の
先
駆
者
と
し
て
の
大
事
な
役
割
を
果
た
し
て
く
れ
た
荒
法
師
ヨ
ハ
ネ
の
道
を

辿
り
ま
し
た
。

旧
約
聖
書
の
時
代
（
BC
）
か
ら
新
約
聖
書
の
時
代
（
AD
）
へ
の
架か
け
は
し橋

の
役
割
を
果
た
し
た
の
が
ヨ
ハ
ネ
で

あ
り
、
イ
エ
ス
様
の
名
を
伝
え
、
身
を
捧
げ
、
最
後
は
非
業
の
死
を
遂
げ
ら
れ
ま
し
た
。

主
様
は
ヨ
ハ
ネ
の
こ
と
を

「
預
言
者
よ
り
も
勝
る
者
」

「
女
の
産
み
た
る
者
の
う
ち
、
ヨ
ハ
ネ
よ
り
大
な
る
者
は
起
ら
ざ
り
き
」

と
高
く
位
置
づ
け
ら
れ
ま
し
た
（
マ
タ
イ
伝
11
章
９
～
11
節
）。
し
か
し
、

「
天
国
に
て
小
さ
き
者
も
、
彼
よ
り
は
大お
お
いな
り
」（
マ
タ
イ
伝
11
章
11
節
）

と
し
て
、
イ
エ
ス
様
に
よ
っ
て
霊
の
新
生
を
賜
っ
た
者
は
、
旧
約
と
は
異
な
る
別
次
元
の
天
国
人
と
さ
れ

る
こ
と
を
教
え
ら
れ
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
主
様
が
旧
約
聖
書
世
界
と
は
一
段
と
質
が
違
う
新
し
い
天
の
次

元
を
開
い
て
く
だ
さ
っ
た
か
ら
で
あ
り
ま
す
。
イ
エ
ス
様
は
十
字
架
（
贖
罪
）
と
聖
霊
の
授
与
（
新
生
）
に

よ
っ
て
私
た
ち
を
新
し
く
「
神
の
子
」
と
し
て
生
み
出
し
て
く
だ
さ
り
、
神
の
子
の
性
質
（
愛
）
を
賜
り
ま

し
た
。
イ
エ
ス
様
が
永
遠
の
命
の
世
界
を
開
い
て
く
だ
さ
り
、
永
遠
の
命
と
な
っ
て
私
た
ち
に
宿
っ
て
く

だ
さ
り
、
新
し
い
勇
気
・
希
望
・
力
を
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
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「
光
」

２
０
１
６
年
12
月
18
日

聖
書
朗
読　
マ
タ
イ
伝
４
章
12
～
17
節
、
ル
カ
伝
１
章
76
～
79
節

今
日
は
、
ク
リ
ス
マ
ス
を
前
に
し
て
「
光
」
な
る
言
葉
を
含
む
聖
句
に
目
を
止
め
、
聖
書
に
あ
る
光
の

次
元
を
味
わ
う
こ
と
に
な
っ
た
。「
光
」
か
ら
連
想
さ
れ
る
も
の
は
「
太
陽
」、「
天
」、「
明
る
さ
」、「
解
放
」

な
ど
プ
ラ
ス
イ
メ
ー
ジ
の
も
の
が
多
い
。
キ
リ
ス
ト
は
、
私
た
ち
に
と
っ
て
太
陽
の
よ
う
な
存
在
で
あ
り
、

い
つ
も
変
わ
ら
ず
一
方
向
的
に
、
愛
、
喜
び
、
平
安
、
力
、
光
な
ど
を
贈
っ
て
く
だ
さ
る
。
こ
れ
は
御
霊

の
力
で
あ
っ
て
、
私
た
ち
を
活
か
し
力
付
け
、
体
全
体
を
健
や
か
に
し
、
目
を
輝
か
せ
、
体
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

に
な
っ
た
り
す
る
。
奥
田
先
生
は
、「
光
」
が
神
讃
美
や
キ
リ
ス
ト
の
栄
光
を
顕
す
言
葉
と
し
て
、
新
約
聖

書
や
イ
ザ
ヤ
書
に
多
く
出
て
い
る
と
紹
介
く
だ
さ
っ
た
。
沢
山
の
聖
書
の
箇
所
を
話
さ
れ
た
が
、
お
話
し

の
ご
く
一
端
を
記
載
す
る
。

①　
「
暗
き
に
座
す
る
民
は
、
大
い
な
る
光
を
見
、
死
の
地
と
死
の
陰
と
に
座
す
る
者
に
、
光
の
ぼ
れ
り
。」

（
マ
タ
イ
伝
４
章
16
節
、
イ
ザ
ヤ
書
９
章
２
節
）

光
に
来
る
前
の
私
た
ち
は
、生
き
る
こ
と
に
呻
吟
し
、迷
い
、光
を
得
ら
れ
ず
、暗
く
て
辛
い
生
活
を
送
っ

て
い
た
。
そ
の
よ
う
な
と
き
、
キ
リ
ス
ト
に
出
会
い
光
の
世
界
を
見
、
新
し
い
生い
の
ち命
を
い
た
だ
き
、
光
輝

く
存
在
に
変
え
ら
れ
た
。
ル
カ
伝
１
章
76
～
79
参
照
。

②　
ル
カ
伝
２
章
の
「
野
宿
す
る
牧
者
（
羊
飼
い
）」、「
シ
メ
オ
ン
老
人
」
の
各
場
面

一
晩
中
の
辛
い
野
宿
の
労
働
。
貧
し
い
名
も
無
き
羊
飼
い
に
主
の
栄
光
の
光
が
臨
み
、
世
界
の
誰
よ
り

も
早
く
「
救
い
主
」
の
誕
生
を
知
ら
さ
れ
た
。
シ
メ
オ
ン
老
人
は
幼
子
イ
エ
ス
を
抱
き
、

「
異
邦
人
を
照
ら
す
光
」

と
語
る
が
、
他
方
、
マ
リ
ヤ
へ
の
苦
難
の
預
言
も
告
げ
て
い
る
。
先
生
は
こ
の
箇
所
で
、

「
キ
リ
ス
ト
誕
生
の
救
い
が
私
た
ち
異
邦
人
に
も
及
ぶ
と
は
っ
き
り
書
か
れ
て
い
る
こ
と
に
感
激

し
ま
す
」

と
話
さ
れ
た
。

③　
「
光
の
子
と
な
る
た
め
に
、
光
の
あ
る
間
に
光
を
信
ぜ
よ
」（
ヨ
ハ
ネ
伝
12
章
36
節
）

現
代
の
社
会
に
お
い
て
、「
光
」
の
言
葉
、
ま
こ
と
の
救
い
の
福
音
が
語
ら
れ
る
場
は
多
く
な
い
。「
光
」

が
あ
な
た
に
向
か
っ
て
輝
い
て
い
る
と
き
、
太
陽
に
向
か
っ
て
全
開
し
て
咲
く
大
輪
の
「
ひ
ま
わ
り
」
の

よ
う
に
、「
光
」
を
し
っ
か
り
キ
ャ
ッ
チ
し
、「
光
の
子
」
と
成
る
よ
う
に
。
そ
の
他
「
光
」
に
つ
き
、
ヨ
ハ

ネ
伝
１
章
1
～
14
節
、
同
8
章
12
節
、
コ
リ
ン
ト
Ⅱ
4
章
4
～
6
節
、
エ
ペ
ソ
5
章
8
～
9
節
、
ヤ
コ
ブ

1
章
17
節
も
注
目
。

集
会
後
、
降
誕
節
集
会
及
び
講
演
会
の
諸
準
備
を
行
っ
た
。


